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【
ソ
ウ
ル
】
「
第
１１
回
世

界
韓
人
の
日
」
記
念
式
と
２

０
１
７
世
界
韓
人
会
長
大
会

開
幕
式
が
９
月
２７
日
、
ソ
ウ

ル
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
在
外
同
胞
財
団
主
催
の

大
会
に
は
、
２
０
１
７
世
界

韓
人
会
長
大
会
共
同
議
長
の

呉
公
太
民
団
中
央
本
部
団

長
、
南
チ
ャ
ン
ギ
ュ
欧
州
韓

人
総
連
合
会
会
長
ら
海
外
７３

余
カ
国
か
ら
韓
人
会
長
４
０

０
余
人
を
含
む
各
界
人
士
５

０
０
余
人
が
出
席
し
た
。
韓

人
会
長
ら
は
「
在
外
同
胞
と

と
も
に
、新
し
い
大
韓
民
国
」

と
い
う
主
題
の
も
と
、
各
国

同
胞
社
会
が
掲
げ
て
い
る
北

東
ア
ジ
ア
の
平
和
定
着
を
早

め
る
こ
と
や
、
２
０
１
８
平

昌
冬
季
五
輪
成
功
に
協
力
す

る
方
案
に
合
意
し
た
。

「
第
１１
回
世
界
韓
人
の
日
」

記
念
式
で
は
、
文
在
寅
大
統

領
を
は
じ
め
政
府
役
員
、
国

会
議
員
が
参
加
す
る
中
、
在

日
同
胞
の
徐
龍
達
桃
山
学
院

大
学
名
誉
教
授
ら
在
外
同
胞

の
有
功
者
た
ち
に
勲
章
が
授

与
さ
れ
た
。

文
大
統
領
は
「
平
昌
冬
季

五
輪
を
皮
切
り
に
２０
年
の
東

京
、
２２
年
の
北
京
に
続
く
北

東
ア
ジ
ア
の
リ
レ
ー
五
輪
が

始
ま
る
。
平
昌
で
韓
半
島
の

平
和
、
さ
ら
に
は
北
東
ア
ジ

ア
の
平
和
を
築
く
た
め
に
１

９
４
カ
国
７
４
０
万
在
外
同

胞
と
韓
人
会
長
団
の
皆
さ
ん

の
役
割
が
重
要
だ
」
と
し
た

上
で
、
「
同
胞
社
会
と
大
韓

民
国
の
共
同
発
展
の
た
め
に

努
力
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
」

と
述
べ
た
。

こ
の
後
、
兵
役
、
税
務
、

健
康
保
険
、在
外
選
挙
な
ど
、

在
外
同
胞
関
連
の
９
項
目
に

つ
い
て
政
府
の
関
係
者
が
政

策
を
説
明
し
、
質
問
に
答
え

る
「
政
府
と
対
話
」
が
行
わ

れ
た
。

２８
日
に
は
地
域
別
懸
案
討

論
、
主
要
政
党
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
韓
人
会
運
営
事
例
発

表
な
ど
本
格
的
な
会
議
と
講

演
が
行
わ
れ
、
海
外
の
そ
れ

ぞ
れ
の
韓
国
人
社
会
の
声
を

集
め
る
論
議
を
展
開
し
た
。

主
要
政
党
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
共
に
民
主
党
、
自

由
韓
国
党
、
国
民
の
党
、
正

し
い
政
党
な
ど
が
各
政
党
別

に
在
外
同
胞
政
策
に
対
し
て

論
議
し
、
韓
人
社
会
の
模
範

的
な
事
例
を
紹
介
し
、
各
韓

人
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す

る
運
営
事
例
を
発
表
し
た
。

２９
日
に
は
地
域
別
に
論
議
さ

れ
た
懸
案
発
表
を
土
台
に
、

参
加
者
の
意
思
を
ま
と
め
、

�１
平
昌
五
輪
成
功
に
向
け
て

積
極
支
援
�２
北
韓
の
核
開
発

を
即
刻
中
断
さ
せ
、
南
北
韓

の
対
話
を
要
求
�３
韓
半
島
の

平
和
統
一
基
盤
を
構
築
の
た

め
最
善
の
尽
力
―
な
ど
の
決

議
文
を
採
択
し
た
。

【
福
岡
】
民
団
中
央
本
部
は
７
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
９
日
間
、
福
岡
県
全
域
の
団
員
宅
を
対
象
に
、
２
０
１
７
集
中
戸

別
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
１５
年
の
愛
媛
、
１６
年
の
静
岡
県
に
続
く
３
回
目
の
活
動
だ
。

地
域
に
居
住
す
る
全
て
の

同
胞
と
の
接
点
を
大
切
に

し
、
戸
別
訪
問
を
組
織
の
日

常
活
動
に
し
な
が
ら
、
本
部

と
支
部
幹
部
の
資
質
向
上
を

図
る
の
が
狙
い
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
な
自
然

災
害
が
起
き
た
時
に
、
団
員

の
安
否
確
認
や
救
援
物
資
の

支
給
、
韓
国
政
府
や
民
団
か

ら
の
義
捐
金
の
伝
達
な
ど
が

即
時
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

民
団
と
団
員
間
の
携
帯
電
話

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
緊
急
連

絡
網
を
整
備
す
る
必
要
も
視

野
に
入
れ
た
。

中
央
本
部
組
織
局
と
福
岡

県
本
部
を
中
心
に
、
愛
知
、

京
都
、
広
島
、
山
口
、
長
崎
、

佐
賀
、
大
分
、
熊
本
の
地
方

本
部
の
実
務
者
の
ほ
か
青
年

会
幹
部
と
駐
福
岡
韓
国
総
領

事
館
の
領
事
ら
が
毎
日
団
員

宅
を
訪
問
し
て
い
る
。

県
内
の
韓
国
籍
者
は
約
２

０
０
０
世
帯
。
７
日
に
組
織

活
性
化
会
議
で
体
制
を
固
め

中
央
本
部
の
林
三
鎬
副
団
長

の
指
揮
で
戸
別
訪
問
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
８
日
か

ら
訪
問
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
１０
台
の
車
に
３１
人
が
分

乗
し
、
合
わ
せ
て
１
３
７
世

帯
を
訪
問
し
た
。
９
日
は
８

台
に
２６
人
が
乗
り
、
９０
世
帯

を
訪
問
し
て
２７
世
帯
と
面
談

が
で
き
た
。
「
民
団
か
ら
来

た
」
と
聞
く
と
用
件
も
聞
か

ず
に
門
前
払
い
す
る
同
胞
宅

も
あ
っ
た
が
、
「
同
胞
と
の

交
流
も
少
な
い
の
で
、
わ
ざ

わ
ざ
訪
ね
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
。
一
緒
に
食
事
も
し
た

い
く
ら
い
だ
。
高
齢
で
先
は

長
く
な
い
が
、
遺
産
は
同
胞

社
会
に
還
元
し
た
い
」
と
語

る
同
胞
も
い
た
。

出発を前に福岡本部前で奮闘を誓う活動者たち（９日）

民
団
の
広
報
物
を
説
明
す
る
戸
別
訪
問
メ
ン
バ
ー

５００余人が参加した２０１７世界韓人会長大会

駐
日
韓
国
大
使
館
は
３

日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

「
開
天
節
」
（
建
国
記
念
日
）

と
「
国
軍
の
日
」
（
１０
月
１

日
）
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
開
い
た
。
民
団
中
央
本
部

の
呉
公
太
団
長
、
呂
健
二
議

長
、
韓
在
銀
監
察
委
員
長
を

は
じ
め
、
東
京
本
部
な
ど
首

都
圏
の
民
団
や
婦
人
会
幹
部

の
ほ
か
、
日
本
の
政
界
関
係

者
や
各
国
外
交
官
ら
約
１
４

０
０
人
が
出
席
し
た
。

李
俊
揆
大
使
は
あ
い
さ
つ

で
「
就
任
後
１５
カ
月
間
、
韓

日
両
国
民
が
心
を
開
き
、
友

愛
に
よ
っ
て
ベ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
に
な
れ
る
よ
う
に
と
、
日

本
全
国
を
回
っ
て
来
た
。
１

９
６
５
年
の
国
交
回
復
以

来
、
韓
日
関
係
は
浮
き
沈
み

が
あ
っ
た
が
、
６５
年
当
時
年

間
１
万
人
の
往
来
が
、
今
や

毎
日
約
３
万
人
に
達
し
て
い

る
。
来
年
は
韓
日
が
友
好
交

流
を
推
進
す
る
重
要
な
道
し

る
べ
に
な
っ
た
金
大
中
大
統

領
と
小
渕
恵
三
首
相
が
結
ん

だ
『
韓
日
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
』
２０
周
年
だ
。
両
国
は
歴

史
的
に
も
文
化
的
な
価
値
観

を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
明
る
い
未
来
が
見
え

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の

上
で
、
「
北
韓
の
核
や
ミ
サ

イ
ル
問
題
に
対
し
て
も
、
こ

の
地
域
の
脅
威
に
立
ち
向
か

い
、
安
定
さ
せ
る
た
め
に
両

国
の
協
力
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

東
京
本
部
の
金
秀
吉
団
長

は
「
昨
年
よ
り
も
は
る
か
に

多
い
出
席
者
を
見
る
と
、
北

韓
の
挑
発
に
韓
日
が
連
帯
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
」

と
述
べ
た
。
栃
木
県
本
部
の

崔
龍
治
団
長
は
「
建
国
記
念

日
に
ち
な
ん
で
国
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
触
れ
て
ほ
し

い
」と
望
み
な
が
ら
も
、「
平

和
に
対
す
る
韓
日
の
共
通
し

た
思
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
来

場
者
に
つ
な
が
り
、
両
国
民

の
絆
が
深
ま
る
契
機
に
な
っ

た
」
と
語
っ
た
。

民
主
平
統
東
部
協
議
会
の

文
春
子
諮
問
委
員
は
「
韓
国

が
発
展
を
遂
げ
た
か
ら
こ

そ
、
各
国
の
大
使
ら
も
集
ま

り
、
わ
が
国
の
国
慶
節
を
祝

っ
て
く
れ
た
。
国
を
誇
ら
し

く
感
じ
る
」
と
喜
ん
だ
。
東

京
台
東
日
韓
親
善
協
会
の
安

藤
敏
子
会
員
は
「
地
域
で
民

間
レ
ベ
ル
の
日
韓
交
流
を
続

け
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

が
、
国
家
間
に
も
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
託
し

た
。「

開
天
節
」
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
全
国
の
韓
国
総
領
事
館

で
も
開
催
さ
れ
た
。

民団徳島本部がK–POP
韓日の懸け橋役をアピールする３グループに

よる無料コンサートを主催し、会場を満員にし
た。同本部初の試みに日本市民から「民団の仕
事を手伝いたい」という声もあがった。（４面）

青年会結成４０周年で
共育フォーラム開催
全員が韓服を着用し、次世

代にバトンタッチする決意を
込めた「未来ビジョン」を発
表した。民族名使用が過去に
比べ２倍近く増えた分析結果
も報告された。（２・５面）

【
天
安
】
第
４２
回
望
郷
祭

が
９
月
２９
日
、
韓
国
・
天
安

市
の
「
国
立
望
郷
の
丘
」
で

営
ま
れ
た
。
日
本
か
ら
民
団

中
央
本
部
の
許
孟
道
常
任
顧

問
ら
４１
人
を
含
む
約
３
５
０

人
が
参
列
し
、
同
墓
地
で
眠

る
在
日
同
胞
ら
故
人
の
冥
福

を
祈
っ
た
。

許
常
任
顧
問
は
呉
公
太
中

央
団
長
追
悼
辞
を
代
読
し
、

「
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
強

制
動
員
で
徴
用
や
徴
兵
さ
れ

た
方
々
が
眠
っ
て
い
る
。
祖

国
の
光
復
を
見
ず
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
を
思
う
と
、
胸
が

痛
む
」と
述
べ
な
が
ら
、「
民

団
は
在
日
同
胞
社
会
の
求
心

点
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
役

割
を
忠
実
に
果
た
し
、
皆
さ

ん
が
残
し
た
愛
国
愛
族
の
精

神
を
継
承
す
る
」
と
決
意
を

示
し
た
。

望
郷
の
丘
は
今
か
ら
４１
年

前
の
１
９
７
６
年
９
月
、
民

団
の
要
請
に
応
じ
て
設
営
さ

れ
た
国
家
施
設
。
望
郷
の
思

い
を
抱
き
な
が
ら
、
人
生
を

異
国
の
日
本
で
終
え
た
在
日

同
胞
を
は
じ
め
、
６
・
２５
韓

国
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
在

日
学
徒
義
勇
軍
同
志
ら
が
眠

っ
て
い
る
。

民
団
中
央
本
部
主
催
の
李

俊
揆
駐
日
韓
国
特
命
全
権
大

使
歓
送
会
が
５
日
、
都
内
の

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
首
都
圏

の
民
団
、
婦
人
会
役
員
ら
２

０
０
余
人
が
出
席
し
た
。
最

初
に
李
大
使
が
昨
年
７
月
に

赴
任
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の

活
動
を
映
像
で
振
り
返
っ

た
。
熊
本
地
震
で
被
災
地
の

同
胞
を
慰
労
す
る
姿
や
民
団

の
創
団
７０
周
年
記
念
式
を
祝

福
す
る
な
ど
、
常
に
民
団
と

と
も
に
あ
る
姿
が
、
改
め
て

紹
介
さ
れ
た
。

呉
公
太
団
長
は
歓
送
辞
で

「
年
初
に
民
団
の
代
表
と
し

て
、
慰
安
婦
少
女
像
問
題
に

つ
い
て
所
信
表
明
し
た
際
、

本
国
世
論
の
攻
撃
が
殺
到
す

る
最
悪
の
事
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
李
大
使
は
韓
日
両
国

の
関
係
改
善
と
在
日
同
胞
の

生
活
を
心
配
し
、
果
敢
に
は

っ
き
り
と
自
身
の
考
え
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
勇
気

と
温
情
に
感
謝
す
る
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

李
大
使
は
答
辞
で
「
今
日

の
午
後
、
明
仁
天
皇
に
お
別

れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
天

皇
は
９
月
２０
日
に
高
句
麗
ゆ

か
り
の
高
麗
神
社
を
訪
問
さ

れ
た
。
李
洛
淵
国
務
総
理
が

天
皇
訪
韓
を
望
む
発
言
を
し

た
が
、
私
も
そ
の
よ
う
に
要

望
し
た
」と
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
「
韓
日
関
係
は
、
新

政
府
樹
立
で
両
首
脳
の
シ
ャ

ト
ル
外
交
合
意
も
さ
れ
、
文

在
寅
大
統
領
の
訪
日
も
な
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
両
国
間
の
雰

囲
気
は
変
わ
る
と
思
う
。
在

日
社
会
は
世
代
交
代
が
進
む

中
で
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、

先
日
の
青
年
会
の
４０
周
年
記

念
行
事
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
て
、
明
る
い
未
来
も

感
じ
た
。
私
は
４０
年
の
公
職

に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
が
、
駐

日
大
使
経
験
者
と
し
て
、
今

後
も
在
日
同
胞
の
た
め
に
、

韓
日
友
好
親
善
の
た
め
に
働

く
義
務
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
ど
ん
な
こ
と
も
実
行
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
強

調
し
た
。

呉
団
長
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
後
、
東
京
本
部
の
金

秀
吉
団
長
が
「
常
に
情
熱
を

も
っ
て
行
動
さ
れ
た
李
大
使

を
忘
れ
な
い
。
健
勝
を
お
祈

り
す
る
」
と
乾
杯
の
音
頭
を

取
っ
た
。
李
大
使
は
「
私
に

民
団
の
名
誉
団
員
の
資
格
を

与
え
て
ほ
し
い
」
と
答
え
、

会
場
内
を
沸
か
せ
た
。

歓送会のお礼を述べる李大使とそのご家族

仁
川
広
域
市
の
在
日
学
徒
義
勇
軍
参
戦
記
念
碑
の
前
で
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
る
林
三
鎬
民
団
副
団
長

【
仁
川
】
在
日
学
徒
義
勇

軍
の
６
・
２５
参
戦
第
６７
周
年

記
念
式
が
９
月
２７
日
、
仁
川

広
域
市
の
寿
鳳
公
園
内
の
同

義
勇
軍
参
戦
記
念
碑
境
内
で

開
か
れ
、
民
団
中
央
本
部
の

林
三
鎬
副
団
長
ら
約
２
５
０

人
が
参
列
し
た
。

在
日
学
徒
義
勇
軍
同
志
会

の
金
載
生
会
長
の
開
会
辞
、

仁
川
市
の
劉
正
福
市
長
の
激

励
辞
後
、
林
副
団
長
は
記
念

辞
を
通
し
て
「
国
を
救
う
一

心
で
学
業
を
中
断
し
命
を
か

け
て
闘
っ
た
在
日
学
徒
義
勇

軍
同
志
の
皆
さ
ん
は
私
た
ち

の
英
雄
だ
」
と
敬
意
を
表
し

た
。
そ
の
上
で
「
北
韓
は
今

年
１０
回
を
超
え
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
と
６
回
目
の
核
実
験
を

強
行
し
た
。
民
団
は
抗
議
の

全
国
糾
弾
街
頭
デ
モ
を
行
っ

た
が
、
私
た
ち
は
自
由
民
主

主
義
と
国
家
を
守
る
た
め

に
、
民
団
を
中
心
に
学
徒
義

勇
軍
が
実
践
し
た
危
機
に
対

す
る
闘
い
を
継
承
し
、
祖
国

と
同
胞
を
守
る
」と
誓
っ
た
。

全
国
か
ら
応
援
態
勢

同
胞
と
の
接
点
こ
そ
原
点
県内２０００世帯

大
使
館
「
開
天
節
」
祝
う

内
外
関
係
者

１
４
０
０
人

交
流
推
進
を
再
確
認

歓
送
会
で
呉
団
長
が
謝
辞

李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李李
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

望
郷
祭
お
ご
そ
か
に

第
４２
回

天
安
市
に
３５０
人
参
列

在
日
学
徒
義
勇
軍
６７
周
年

記
念
式
に
金
同
志
会
長
ら

福福岡岡でで集集中中戸戸別別訪訪問問
ソ
ウ
ル
で
世
界
韓
人
会
長
大
会

平
昌
五
輪
の
成
功
期
す

（毎週水曜日発行）週 刊２０１７年１０月１１日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８８１号（１）

次
号
は
１０
月
２５
日
付

今号の読みどころ
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◆新しくなった、釜山観光カード

釜山市とパスアンドトリップは９

月２８日から、「釜山観光カード」＝

写真＝の販売を開始した。この日、

釜山駅総合案内センターで発売記念

式と開所式を行った。同カードは既

存の交通カードに、釜山全域の１５０

カ所の加盟店で割引などのサービス

機能を加えている。地下鉄駅やコン

ビニなどで１０００�から入金可能。

◆高速道ＳＡのWi–Fiサービス拡充

国土交通部と韓国交通公社は９月

２９日から、全国１９１カ所の高速道路

のサービスエリアで公衆無線ＬＡＮ

（Ｗｉ―Ｆｉ）の無料サービスを提

供している。通信社３社（ＫＴ、Ｓ

ＫＴ、ＬＧＵ＋）と協約を結び、Ｗｉ

―Ｆｉ基地局を増設した。平昌冬季

五輪を控えて、ソウルから嶺東高速

道路(江原道江陵市)と襄陽高速道路

(江原道襄陽郡)ほか１３カ所のサービ

スエリアには、ギガビットの超高速

Ｗｉ―Ｆｉサービスを提供していく。

◆花火１０万発 ソウルの夜空を彩る

財閥企業グループのハンファは９

月３０日の夜、汝矣島漢江公園で「ソ

ウル世界花火祭り２０１７」を開催した

�写真。１５回

目となる今年

は「ヴィヴィ

ッド」がテー

マ。韓国、米

国、イタリア

の３カ国のチ

ームが手掛け

た色鮮やかで

躍動感のある

約１０万発の花

火が秋の夜空を彩り、１００万人の観

客を魅了した。

◆遺失物をネットで簡単検索

ソウル交通公社は１日から、地下

鉄１～８号線内の遺失物が照会でき

る、警察庁遺失物総合案内「Ｌｏｓ

ｔ１１２」のサービスを行っている。同

システムは地域と遺失物を検索する

と、遺失物の種類や色、保管先など

の具体的な情報がわかる。同公社ホ

ームページからアクセスが可能。日

本語、英語、中国語のページもある。

◆２１７万円、タクシー運転手が届け出る

日本人利用客が置き忘れた２１７万

円を警察に届けたタクシー運転手が

話題になった。ソウル市でタクシー

運転手をしているキム・ヨンテさん

は９月２４日、ソウル中部警察署を訪

れ車内に置き忘れた、２１７万円の入

った白いバッグを届け出た。持ち主

は衣類卸売業に従事する日本人男性

で２時間後、無事に戻った。

◆ノックすると内部が見える冷蔵庫

ＬＧエレクトロニクスは２日、ノ

ックオンマジックスペース技術を初

めて適用した冷蔵庫を披露した。「Ｌ

Ｇディオスノックオンマジックスペ

ース冷蔵庫」�写真�は、ドアを閉

じた状態で２回

ノックするとド

アの一部が透

け、ライトアッ

プされる仕組み

だ。また、食料

品がたくさん収

納できる機能も

兼ねた。ドアを

開けずに中身を

確認できるの

で、冷気の流出

を最大限に抑え

ることができ

る。容量は８７０

リットル。出庫価格基準は３９０万�
だ。

青年会４０周年
共育フォーラム

在
日
本
大
韓
民
国
青
年
会
（
青
年
会
）
中
央
本
部
の
結
成
４０
周
年

イ
ベ
ン
ト「
在
日
青
年
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
１
日
ま
で
の
２
日
間
、

都
内
で
開
か
れ
た
。
初
日
の
記
念
式
典
で
は
参
加
し
た
青
年
男
女
１

３
０
人
全
員
が
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
、
パ
ヂ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
身
に
ま
と

い
、
華
を
注
い
だ
。
呉
公
太
民
団
中
央
団
長
、
李
俊
揆
駐
日
韓
国
大

使
を
は
じ
め
、
歴
代
中
央
会
長
も
「
若
々
し
い
青
年
た
ち
の
韓
服
姿

に
感
動
、
未
来
へ
の
明
る
い
希
望
を
感
じ
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
ま
た
、
各
地
方
に
よ
る
サ
ム
ル
ノ
リ
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祝
賀
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
ほ

か
、
グ
ル
ー
プ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
在
日
青
年
と
青

年
会
の
未
来
像
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

記
念
式
典
で
は
参
加
し
た
青
年
男
女
１
３
０
人
全
員
が
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
、
パ
ヂ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を

身
に
ま
と
っ
て
華
や
か
さ
を
見
せ
た
。衣
装
の
調
達
に
は
青
年
会
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
文
光
秀
氏（
５３

・
東
京
）
が
営
む
韓
服
レ
ン
タ
ル
＆
ス
タ
ジ
オ
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
が
全
面
協
力
し
た

２
日
目
に
は
青
年
会
の
メ
ン

バ
ー
４
人
が
自
身
の
出
自
と

同
胞
や
青
年
会
と
の
つ
な
が

り
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
語
る

「
マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
発

表
、
参
加
し
た
青
年
た
ち
は

自
身
と
相
通
じ
る
部
分
も
多

く
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

入
っ
て
い
た

（
上
か
ら
朴
美
花
�
東
京

会
員
、
韓
奨
�
埼
玉
本
部
会

長
、
金
高
子
�
京
都
本
部
総

務
部
長
、
朴
成
華
�
福
岡
本

部
会
長
）

全国から参加した青年たちは仲間同士

のネットワーク拡大と未来の民団と在

日同胞社会のリーダーになることを誓い合い乾杯した
式
典
に
は
青
年
会
の
歴
代
中
央
会
長
も
そ
ろ
っ
て
参
加

し
、
現
役
青
年
を
激
励
し
た
（
上
か
ら
林
三
鎬
�
２
代
、

金
昌
敏
�
９
代
、
金
宗
洙
�
１２
代
）

金
明
秀
関
西
学
院
大
教
授
の
特
別
講
演
で
は
、
９３
年
と

１３
年
に
実
施
し
た
「
在
日
韓
国
人
青
年
意
識
調
査
」
の

結
果
を
分
析
し
な
が
ら
同
胞
社
会
の
未
来
を
展
望
し
た

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
で
は
各
地
方
に
よ
る
サ
ム
ル
ノ

リ
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た

さまざまな発表に真剣なまなざしで聞き入る参加者

初めて着る参加者も多く、「初
韓服」に大喜び。しっかり記録
しようと、会場のあちこちで自
撮りするシーンが見られた

日
本
韓
食
振
興
協
会

（
旧
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
）と

旅
行
会
社
の
サ
ン
ト
ラ
ベ

ル
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
１１

月
１８
～
２１
日
の
３
泊
４
日

間
、
世
界
の
有
名

シ
ェ
フ
が
認
め
た

白
羊
寺
の
尼
僧
、

正
寛
さ
ん（
写
真
）

と
一
緒
に
行
う
キ

ム
ジ
ャ
ン
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
い
る
。
現
在
、
参
加

者
を
募
集
中
だ
。

同
ツ
ア
ー
に
は
、
同
協

会
副
会
長
で
韓
国
料
理
研

究
家
の
崔
誠
恩
さ
ん
と
２

年
前
の
キ
ム
チ
グ
ラ
ン
プ

リ
大
賞
を
受
賞
し
た
本
田

朋
美
さ
ん
が
同
行
し
、「
食

の
都
」
と
し
て
知
ら
れ
る

全
羅
北
道
全
州
市
で
キ
ム

ジ
ャ
ン
（
キ
ム
チ
漬
け
）

を
体
験
す
る
。

白
羊
寺
を
訪
れ
、
韓
国

伝
統
・
精
進
料
理
の
伝
道

師
と
し
て
世
界
中
を
飛
び

回
っ
て
い
る
同
寺
院
の
正

寛
さ
ん
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
加
わ
る
。

正
寛
さ
ん
は
世
界
が
驚

き
と
感
動
を
抱
く
料
理
と

情
熱
に
溢
れ
た
料
理
人
の

姿
を
映
し
出
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
シ
ェ

フ
の
テ
ー
ブ
ル
・
シ
ー
ズ

ン
３
」に
も
出
演
し
、「
私

は
シ
ェ
フ
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
名
言
と
と
も
に
韓
国

の
美
し
い
精
進
料
理
を
披

露
し
、
世
界
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。

こ
の
映
画
を
観
た
米
国

や
ス
ペ
イ
ン
の
有
名
シ
ェ

フ
や
韓
国
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン

を
取
得
し
た
シ
ェ
フ
が
精

進
料
理
を
学
び
に
白
羊
寺

を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ま
た
、
全
州
国

際
韓
食
調
理
学
校

で
は
マ
ッ
コ
リ
作

り
を
体
験
す
る
。
こ
の
マ

ッ
コ
リ
は
こ
だ
わ
り
の
麹

と
米
、
水
だ
け
で
作
る
本

来
の
製
造
法
。
自
作
品
は

日
本
に
持
ち
帰
る
よ
う
工

夫
し
て
あ
る
。

問
合
せ
と
申
し
込
み
は

サ
ン
ト
ラ
ベ
ル
（
０
３
・

３
３
６
６
・
３
２
２
１
）

第
８
回
、
新
宿
で

韓
食
レ
ス
ト
ラ
ン

ス
タ
ッ
フ
教
育

第
８
回
「
海
外
韓
食
レ
ス

ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
教
育
」（
韓

国
農
林
畜
産
食
品
部
主
催
、

韓
食
財
団
主
宰
）
が
２
日
か

ら
東
京
・
新
宿
区
の
カ
ナ
ダ

ラ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
始
ま
っ

た
。
今
回
は
、
韓
食
レ
ス
ト

ラ
ン
、
飲
食
店
の
調
理
師
、

経
営
者
、
ホ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

業
務
を
担
っ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
を
対
象
に
、
韓
日
で
活
躍

す
る
専
門
家
た
ち
が
講
義
を

行
っ
た
。

９
日
の
、
世
宗
ホ
テ
ル
や

駐
米
韓
国
大
使
館
な
ど
で
シ

ェ
フ
を
務
め
た
趙
希
淑
さ
ん

の
「
韓
食
単
品
」
を
受
講
し

た
安
楽
亭
の
柳
充
取
締
役
業

務
部
長
は
、
民
団
新
聞
の
広

告
を
見
て
応
募
し
た
。
「
韓

国
で
敬
意
あ
る
先
生
の
料
理

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
満
足
し
た

様
子
だ
っ
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１４
日

ま
で
開
催
し
て
い
る
。

横
浜
幸
銀
信
用
組
合
（
呉

龍
夫
理
事
長
、
本
店
・
横
浜

市
）
と
岡
山
商
銀
信
用
組
合

（
梁
炳
玉
理
事
長
、
本
店
・

岡
山
市
）
は
９
月
２９
日
、
そ

れ
ぞ
れ
臨
時
総
代
会
を
開
催

し
、
９
月
１３
日
に
締
結
し
た

合
併
契
約
書
を
賛
成
多
数
で

承
認
し
た
。
韓
信
協
（
在
日

韓
国
人
信
用
組
合
協
会
）
が

２９
日
に
発
表
し
た
。

合
併
期
日
は
１１
月
２７
日
を

予
定
し
て
お
り
、
岡
山
商
銀

は
消
滅
組
合
に
し
横
浜
幸
銀

を
存
続
組
合
と
し
た
。
名
称

は
「
横
浜
幸
銀
信
用
組
合
」

の
ま
ま
に
な
る
予
定
で
、
現

岡
山
商
銀
本
店
と
倉
敷
支
店

は
横
浜
幸
銀
の
岡
山
支
店
、

倉
敷
支
店
と
な
る
。

合
併
に
つ
い
て
は
韓
信
協

の
主
導
で
話
を
進
め
、
５
月

２６
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
商

銀
の
理
事
会
で
合
併
協
議
を

議
決
し
た
後
、
６
月
２３
日
の

総
代
会
で
同
協
議
の
開
始
を

承
認
し
て
い
た
。

合
併
に
よ
っ
て
、
横
浜
幸

銀
の
営
業
エ
リ
ア
は
関
東
、

北
陸
、
甲
信
越
、
九
州
の
１６

県
に
岡
山
県
が
加
わ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
韓
信
協
の
会

員
組
合
は
現
在
の
５
か
ら
４

に
な
る
。

ＳＢＪ銀行調べ
（１０月１１日現在）

１万円

１０３，８２３
ウォン

９７，７７６
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０２，３１２
ウォン

９９，２８８
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

精
進
料
理
の
名
人
・
正
寛
さ
ん
と

キ
ム
ジ
ャ
ン
ツ
ア
ー
募
集
中

横
浜
幸
銀
と
岡
山
商
銀

１１
月
に
合
併
へ

韓服に身を包み語り、踊り、考えた

華
や
か
民
族
衣
装
で
全
員
集
合
�

誇
り
を
持
っ
て
マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー

未来への乾杯

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

歴
代
会
長
が

叱

咤

激

励

（２）２０１７年１０月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８１号
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平
昌
冬
季
五
輪
と
冬
季
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
・

閉
会
式
会
場
が
９
月
３０
日
に

完
工
し
た
�
写
真
。

２
０
１
５
年
１２
月
の
着
工

か
ら
１
年
１０
カ
月
ぶ
り
に
全

工
程
を
終
え
た
「
五
輪
プ
ラ

ザ
」
は
２４
万
�
の
敷
地
内
に

地
下
１
階
、
地
上
７
階
の
鉄

骨
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
で
、
約
６
万
�
の
延
べ
床

面
積
（
建
築
面
積
２
万
８
３

０
０
�
）
に
３
万
５
０
０
０

席
の
可
変
式
ス
タ
ン
ド
を
備

え
、
ス
テ
ー
ジ
は
直
径
７２
メ

ー
ト
ル
の
円
形
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
。
特
に
、
平
昌
五
輪

の
５
大
目
標
で
あ
る「
文
化
、

環
境
、
平
和
、
経
済
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
五
輪
」
の
実
現
へ
、
五
角

形
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
計
・

施
工
さ
れ
た
。

大
会
期
間
中
に
運
営
さ
れ

る
文
化
Ｉ
Ｃ
Ｔ
館
と
メ
ダ
ル

プ
ラ
ザ
も
「
五
輪
プ
ラ
ザ
」

の
敷
地
内
に
仮
設
建
築
物
で

造
成
さ
れ
た
。

文
化
Ｉ
Ｃ
Ｔ
館
は
、
伝
統

文
化
と
先
端
Ｉ
Ｔ
技
術
の
複

合
演
出
が
可
能
な
施
設
で
、

地
上
２
階
建
て
、
延
べ
面
積

２
６
１
４
�
（
建
築
面
積
１

６
５
７
�
）
の
規
模
で
、
１

階
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
展
と

韓
国
を
代
表
す
る
近
・
現
代

芸
術
家
の
作
品
を
展
示
す
る

計
画
。
２
階
は
科
学
技
術
情

報
通
信
部
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト

カ
フ
ェ
な
ど
を
運
営
す
る
。

五
輪
期
間
、
メ
ダ
ル
授
賞

式
が
行
わ
れ
る
メ
ダ
ル
プ
ラ

ザ
は
、
地
上
１
階
建
て
、
建

築
面
積
１
２
６
７
�
規
模
で

建
設
さ
れ
た
。

平
昌
五
輪
の
出
場
枠
が
か

か
っ
た
国
際
ス
ケ
ー
ト
連
盟

の
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
・
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
の

第
２
戦（
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
ル
ト

レ
ヒ
ト
）で
、韓
国
代
表
は
金

メ
ダ
ル
３
個
、
銀
メ
ダ
ル
１

個
、
銅
メ
ダ
ル
４
個
を
獲
得

す
る
な
ど
躍
進
し
て
い
る
。

女
子
エ
ー
ス
の
崔

�

（
１９
・
城
南
市
庁
）
は
７
日

に
行
わ
れ
た
女
子
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
で
２
分
３１
秒
３
３

４
を
記
録
し
、
２
位
の
バ
レ

リ
ー
・
マ
ル
テ
（
２７
・
カ
ナ

ダ
）
に
０
・
１
４
１
秒
差
で

優
勝
し
た
。
崔
は
Ｗ
杯
第
１

戦
で
女
子
１
５
０
０
メ
ー
ト

ル
を
は
じ
め
、
５
０
０
と
１

０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
女
子
３

０
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の

全
種
目
を
制
覇
し
て
い
る
。

も
う
一
人
の
エ
ー
ス
、
沈

錫
希
（
２０
・
韓
国
体
育
大
）

も
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
個

人
種
目
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
調
子
を
上
げ
て
き
た
。

男
子
で
は
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
で
高
校
生
の
黄
大
憲

（
１８
・
復
興
高
３
年
）
が
２

分
１２
秒
４
７
９
を
記
録
し
、

２
位
の
リ
ウ
・
シ
ャ
オ
リ
ン

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
に
わ
ず
か

０
・
０６
秒
差
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
韓

国
代
表
チ
ー
ム
は
金
メ
ダ
ル

８
個
の
う
ち
６
個
を
独
占
し

た
第
１
戦
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
、
全
種
目
で
好
調
さ
を

キ
ー
プ
し
て
い
る
。

Ｗ
杯
は
平
昌
五
輪
出
場
権

を
賭
け
て
４
戦
行
わ
れ
る

が
、
そ
の
半
分
を
終
え
た
。

こ
の
状
況
を
見
る
と
、
韓
国

代
表
は
男
女
の
個
人
種
目
で

国
別
最
大
出
場
権
の
３
を
す

べ
て
獲
得
す
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
好
成
績
の
半
面
、

選
手
の
相
次
ぐ
負
傷
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
男
子

代
表
の
状
況
は
深
刻
だ
。
第

１
戦
の
２
冠
王
で
あ
る
林
孝

俊（
２１
・
韓
国
体
育
大
）は
、

腰
の
負
傷
で
第
２
戦
を
欠
場

し
た
。
林
は
相
次
ぐ
負
傷
で

実
力
を
発
揮
で
き
ず
に
い
た

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
男
子
の

エ
ー
ス
と
し
て
急
浮
上
し
て

い
た
だ
け
に
、
五
輪
本
番
に

向
け
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管

理
と
、
国
際
経
験
を
十
分
に

積
ん
で
安
定
し
た
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

１
・
２
次
大
会
で
、
金
１

個
、
銀
２
個
、
銅
メ
ダ
ル
２

個
を
獲
得
し
た
高
校
生
の
新

星
、
黄
大
憲
は
、
５
０
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
準
決
勝
で

転
倒
。
次
戦
は
欠
場
す
る
。

２
０
１
７
Ｗ
杯
第
２
戦
女
子
リ
レ
ー
決
勝

沈錫希崔 �

平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
（
李

煕
範
委
員
長
）
が
競
技
場
周

辺
１
時
間
以
内
の
ホ
テ
ル
と

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど
、
既

存
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ

の
宿
泊
施
設
５
５
０
０
室
余

り
を
観
戦
客
用
の
宿
泊
施
設

に
転
換
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
大
会

に
参
加
す
る
国
際
五
輪
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
と
国
際
競
技

連
盟
（
Ｉ
Ｆ
）
な
ど
、
海
外

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ

に
割
り
当
て
ら
れ
た
３
～
５

つ
星
ク
ラ
ス
の
高
級
宿
泊
施

設
で
、
こ
れ
ま
で
組
織
委
員

会
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
要
求
す
る

２
万
１
２
５
４
室
を
準
備
し

た
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
グ
ル

ー
プ
独
自
の
宿
泊
施
設
の
一

部
で
余
裕
が
出
た
。

組
織
委
員
会
は
、
こ
の
情

報
を
江
原
道
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
に
提
供
し
、
１０

月
中
に
組
織
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
江
原
道
観
光
ア

プ
リ
を
は
じ
め
、
海
外
宿
泊

予
約
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て

予
約
を
受
け
付
け
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
輪
来

場
者
は
も
ち
ろ
ん
、
開
催
都

市
と
旅
行
業
者
も
、
よ
り
多

く
の
宿
泊
施
設
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
昌
冬
季
五
輪
観
戦
客
用

の
宿
泊
施
設
は
大
会
期
間

中
、
１
日
最
大
１０
万
４
０
０

０
人
中
、
６０
％
が
宿
泊
し
た

場
合
、
３
万
室
が
必
要
と
推

定
さ
れ
、
組
織
委
員
会
と
開

催
都
市
は
こ
れ
よ
り
も
多
い

４
万
２
０
０
０
室
を
確
保
し

て
い
る
が
、
比
較
的
高
級
な

ホ
テ
ル
が
不
足
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
反
映

し
て
組
織
委
員
会
は
大
会
参

加
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ

と
運
営
人
材
宿
泊
施
設
を
早

期
に
確
定
し
、
余
裕
が
出
た

ホ
テ
ル
を
一
般
観
戦
客
宿
泊

施
設
に
転
換
し
た
。

ま
た
、
高
騰
し
て
い
た
宿

泊
価
格
の
安
定
化
へ
の
努
力

も
進
め
て
い
る
。

組
織
委
と
開
催
都
市
、
韓

国
観
光
公
社
、
江
原
道
宿
泊

業
協
会
な
ど
は
昨
年
１０
月
に

「
宿
泊
対
策
協
議
会
」
を
構

成
し
定
期
的
な
会
議
を
開
き

宿
泊
対
策
に
関
す
る
協
力
関

係
を
協
議
し
て
い
る
。

江
原
道
は
五
輪
に
向
け
、

開
催
都
市
全
域
の
観
光
、
宿

泊
、食
事
、交
通
な
ど
の
情
報

が
検
索
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
「
ツ
ア
ー

江
原
」
（
韓
日
英
中
）
４
カ

国
語
版
）を
提
供
し
て
い
る
。

あと１２１日

韓
国
で
「
国
民
的
打
者
」

と
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
「
ア

ジ
ア
の
大
砲
」
と
し
て
知
ら

れ
た
韓
国
プ
ロ
野
球
を
代
表

す
る
強
打
者
の
李
承
�
内
野

手（
４１
・
三
星
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

が
３
日
、
本
拠
地
の
大
邱
で

行
わ
れ
た
引
退
試
合
と
な
る

ネ
ク
セ
ン
戦
で
２
本
塁
打
を

放
ち
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

「
３
番
・
一
塁
」で
先
発
。

球
団
側
が
特
別
な
は
か
ら
い

で
李
選
手
が
捕
手
と
な
り
、

妻
の
李
松
静
さ
ん
の
始
球
式

で
試
合
開
始
。
数
分
が
経
過

し
た
１
回
裏
、
２
ボ
ー
ル
か

ら
の
３
球
目
、
ネ
ク
セ
ン
の

先
発
、
韓
賢
�
の
真
ん
中
低

め
、
１
４
７
キ
ロ
の
直
球
を

た
た
き
、
右
中
間
ス
タ
ン
ド

に
飛
び
込
み
先
制
２
ラ
ン
を

放
っ
た
。
３
回
裏
の
２
打
席

目
に
も
２
死
走
者
な
し
の
場

面
で
１
ボ
ー
ル
か
ら
の
２
球

目
、
内
角
寄
り
の
直
球
を
し

っ
か
り
腕
を
畳
ん
で
押
し
込

み
２
打
席
連
続
ア
ー
チ
。

２
０
０
３
年
に
シ
ー
ズ
ン

５６
本
塁
打
の
韓
国
プ
ロ
野
球

新
記
録
を
樹
立
し
、
０４
年
か

ら
は
日
本
の
ロ
ッ
テ
、巨
人
、

オ
リ
ッ
ク
ス
で
計
８
年
プ
レ

ー
し
て
１
５
９
本
塁
打
を
放

っ
た
。
当
時
、
韓
流
ブ
ー
ム

の
真
っ
最
中
で
「
ス
ン
様
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

韓
国
代
表
で
も
活
躍
し
、

０８
年
北
京
五
輪
で
は
準
決
勝

の
日
本
戦
で
決
勝
本
塁
打
を

放
つ
な
ど
金
メ
ダ
ル
に
貢
献

し
た
。
韓
国
で
の
通
算
４
６

７
本
塁
打
、
１
４
９
８
打
点

は
歴
代
最
多
記
録
と
な
っ
て

い
る
。
韓
日
通
算
本
塁
打
数

は
６
２
６
本
と
し
た
。

「
国
民
的
打
者
」と

文
大
統
領
が
称
賛

こ
の
日
、
文
大
統
領
は
自

身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
、

「
引
退
の
知
ら
せ
に
名
残
惜

し
い
思
い
と
共
に
祝
意
を
贈

る
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
ま
た
、

本
塁
打
、
打
点
、
得
点
な
ど

５
分
野
で
プ
ロ
野
球
歴
代
個

人
通
算
最
多
記
録
を
持
つ
李

選
手
に
対
し「
国
民
的
打
者
」

と
称
賛
、
「
彼
は
国
家
代
表

と
し
て
出
場
し
た
国
際
大
会

で
も
国
民
み
ん
な
が
望
ん
で

い
た
時
に
、
必
ず
一
発
を
放

ち
、
国
民
た
ち
に
活
力
を
与

え
た
」
と
た
た
え
た
。

ま
た
、
韓
国
の
お
家
芸
で

も
あ
る
男
女
の
リ
レ
ー
は
、

開
催
国
資
格
で
す
で
に
出
場

権
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

平
昌
五
輪
で
好
成
績
を
あ
げ

る
に
は
、
残
り
期
間
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
引
き

上
げ
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。と

く
に
男
子
の
相
次
ぐ
ミ

ス
は
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。
第
１

戦
の
決
勝
で
は
引
き
継
ぎ
直

後
に
他
の
国
の
選
手
と
衝
突

し
転
倒
し
、
メ
ダ
ル
を
逃
し

た
。第
２
戦
の
準
決
選
で
も
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
呼
吸
が
合

わ
ず
に
転
倒
し
、
失
格
処
理

さ
れ
敗
退
し
た
。

女
子
は
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら

一
度
も
優
勝
を
逃
す
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
第
２
戦
の
決

勝
で
は
前
方
の
オ
ラ
ン
ダ
を

追
い
越
す
こ
と
に
気
を
取
ら

れ
、
ゴ
ー
ル
寸
前
で
中
国
に

追
い
越
さ
れ
銀
メ
ダ
ル
に
と

ど
ま
っ
た
。

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
は
一

瞬
の
隙
が
命
取
り
と
な
り
、

厳
密
さ
が
必
至
の
種
目
。
負

傷
に
注
意
し
な
が
ら
も
同
じ

ミ
ス
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、

五
輪
本
番
に
向
け
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
精
度
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。

第
１
戦
で
全
種
目
制
覇
す

る
な
ど
Ｗ
杯
前
半
を
好
調
に

終
え
た
崔

�
は
「
予
想
以

上
に
結
果
が
出
せ
て
良
い
気

分
だ
」
と
手
応
え
を
語
り
つ

つ
も
、
「
五
輪
シ
ー
ズ
ン
と

あ
っ
て
、
他
の
国
の
選
手
も

全
体
的
に
実
力
が
上
が
っ
て

い
る
。
私
も
そ
れ
に
合
わ
せ

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
い

き
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め

て
い
る
。

元
Ｉ
Ｏ
Ｃ
副
委
員
長

金
雲
龍
氏
が
死
去

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
副
委
員
長
を

１
９
９
２
年
か
ら
２
０
０
４

年
ま
で
務
め
、
韓
国
ス
ポ
ー

ツ
界
の
巨
星
と
呼
ば
れ
る
金

雲
龍
氏
が
３
日
未
明
、
老
衰

の
た
め
亡
く
な
っ
た
。
８６
歳

だ
っ
た
。
前
日
に
体
調
を
崩

し
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
病
院
に

搬
送
さ
れ
て
い
た
。

８６
年
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
な

っ
た
金
氏
は
大
韓
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
の
ト
ッ
プ
や
Ｉ

Ｏ
Ｃ
副
委
員
長
を
務
め
る
な

ど
、
国
内
外
で
ス
ポ
ー
ツ
界

の
要
職
を
担
っ
た
。
８８
年
の

ソ
ウ
ル
五
輪
の
成
功
や
０２
年

の
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
韓
日
大
会
の

招
致
に
も
貢
献
し
た
。

ま
た
、
世
界
テ
コ
ン
ド
連

盟
の
初
代
会
長
で
も
あ
る
金

氏
は
、
００
年
シ
ド
ニ
ー
五
輪

か
ら
正
式
競
技
採
用
へ
の
立

役
者
に
も
な
り
、
同
大
会
開

会
式
で
南
北
合
同
入
場
行
進

を
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
ア
ジ

ア
で
最
も
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
ス
ポ
ー
ツ
役
員
だ
っ

た
。
０４
年
に
横
領
や
背
任
の

容
疑
で
韓
国
の
検
察
に
逮
捕

さ
れ
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
辞
任
に

追
い
込
ま
れ
た
。

金
氏
の
最
後
の
公
式
日
程

は
先
月
２７
日
、
鎮
川
選
手
村

の
開
村
式
だ
っ
た
。こ
の
日
、

歴
代
の
大
韓
体
育
会
会
長
と

一
緒
に
最
前
列
に
座
り
開
村

式
を
と
も
に
祝
っ
た
。

韓
国
の
登
山
者
に
も
っ
と
も
人
気
な

の
が
、江
原
道
の
雪
岳
山
。約
４
０
０
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
立
公
園
は
、
最

高
峰
の
大
青
峰（
１
７
０
８
�
）を
は
じ

め
と
す
る
、
雄
々
し
く
も
麗
し
い
山
々

と
渓
谷
が
自
然
の
美
を
織
り
な
す
。
花

こ
う
岩
で
で
き
た
峰
々
が
雪
の
よ
う
に

白
い
こ
と
か
ら
、
「
雪
岳
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
。
そ
の
登
山
口
が
新
興
寺
だ
。

ソ
ウ
ル
か
ら
高
速
バ
ス
で
約
３
時

間
、
東
海
岸
の
束
草
市
に
着
く
。
市
内

バ
ス
に
乗
り
換
え
、
４０
分
ほ
ど
で
雪
岳

洞
駐
車
場
。
紅
葉
の
季
節
と
あ
い
ま
っ

て
ク
ル
マ
が
制
限
さ
れ
、
登
山
服
姿
の

人
々
で
ご
っ
た
が
え
す
。

歩
い
て
２０
分
ほ
ど
で
テ
ン

プ
ル
ス
テ
イ
宗
務
所
だ
。
山

の
美
し
さ
に
誘
わ
れ
、
２
泊

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
か

ら
本
堂
の
極
楽
宝
殿
ま
で
は

少
し
離
れ
て
お
り
、途
中
で
、

統
一
を
祈
願
す
る
た
め
の

「
青
銅
座
像
大
仏
」
�
写
真

下
�
の
前
を
通
る
た
び
に
合

掌
し
て
い
く
。

大
青
峰
の
頂
上
に
い
た
る

外
雪
岳
の
大
部
分
が
新
興
寺

の
所
有
地
と
聞
い
て
お
ど
ろ

い
た
。
翌
朝
、
本
堂
に
行
こ

う
と
す
る
と
、
下
の
方
か
ら

ホ
タ
ル
群
の
よ
う
な
、
無
数

の
ラ
イ
ト
の
明
か
り
が
こ
ち

ら
に
向
か
っ
て
く
る
。
ま
だ

３
時
半
を
回
っ
た
ば
か
り
。

長
い
行
程
の
雪
岳
山
を
踏
破
し
よ
う
と

す
る
登
山
家
集
団
だ
っ
た
。

６
５
２
年
、
慈
蔵
律
師
が
香
城
寺
を

創
建
し
た
の
が
は
じ
ま
り
。
火
災
に
見

舞
わ
れ
、
７
０
１
年
に
高
僧
義
湘
が
現

在
の
内
院
庵
の
地
に
再
建
し
、
禅
定
寺

と
称
し
た
。
１
６
４
０
年
代
に
再
び
焼

失
後
、
霊
瑞
、
恵
元
、
蓮
玉
の
３
僧
侶

が
修
復
を
誓
い
祈
祷
し
て
い
る
と
、
い

つ
ま
で
も
栄
え
る
よ
う
に
と
神
の
ご
託

宣
が
あ
り
、
神
興
寺
に
あ
ら
た
め
た
と

い
う
。
１
９
９
５
年
、
嶺
東
仏
教
を
新

た
に
興
す
意
味
か
ら
新
興
寺
に
改
称
さ

れ
た
。

雪
岳
山
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
が
あ

り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。
寺
院
か
ら
東

南
方
向
の
飛
龍
滝
コ
ー
ス
は
奇
岩
奇
峰

が
多
く
、
吊
り
橋
や
紅
葉
の
あ
い
だ
を

滝
が
流
れ
る
さ
ま
は
金
剛
山
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
。
実
際
、
同
じ
山
系
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
。

北
側
の
有
名
な
「
揺
れ
岩
」
（
フ
ン

ド
ゥ
ル

バ
ウ
イ
）
ま
で
は
３
�
の
コ

ー
ス
。
す
ぐ
隣
に
並
ん
だ
継
祖
庵
石
窟

が
す
ば
ら
し
い
。
洞
窟
の
よ
う
に
巨
岩

を
く
り
抜
い
た
中
は
慶
州
の
石
窟
庵
に

似
た
雰
囲
気
で
、
奥
に
釈
迦
如
来
座
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
�
写
真
左
。
時
代

を
超
え
て
多
く
の
高
名
な
僧
侶
た
ち
が

修
行
し
て
き
た
と
い
わ
れ
、
今
な
お
参

拝
者
は
多
い
。あ
ま
り
の
神
々
し
さ
に
、

外
国
人
が
何
度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ

て
い
た
。

大
青
峰
や
鳳
頂
庵
に
登
る
に
は
片
道

５
～
６
時
間
か
か
る
。
慈
蔵
律
師
が
建

て
た
と
い
わ
れ
る
鳳
頂
庵
は
標
高
１
２

４
４
�
に
位
置
す
る
。
寂
滅
宝
宮
�
別

掲
�
と
呼
ば
れ
、
五
層
石
塔
の
舎
利
塔

が
特
色
で
、
参
拝
者
に
深
い
感
銘
を
与

え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
雪
岳
山
全
体

が
ひ
と
つ
の
「
仏
国
土
」
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

◇
江
原
道
束
草
市
雪
岳
山
路
１
１
３

７
（
�
８
２
３
３
ー
６
３
６
―
７
０
４

４
） 〈

訂
正
〉
連
載
回
数
〈
１２
〉
が
欠
落

し
て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
す
る
と
と
も

に
母
岳
山
金
山
寺
を
〈
１２
〉
、
泰
華
山

麻
谷
寺
を
〈
１３
〉
と
訂
正
し
ま
す
。

寂
滅
宝
宮

釈
迦
の
舎
利
を
祀
っ
た

所
。
寂
滅
と
は
煩
悩
が
な
く
な
っ
た
状

態
、
悟
り
の
境
地
で
あ
る
涅
槃
（
ね
は

ん
）
を
指
す
。
通
度
寺
、
新
興
寺
、
上

院
寺
、
浄
岩
寺
、
法
興
寺
を
五
大
寂
滅

宝
宮
と
称
す
る
。

雄大な自然美の中に祈りの空間
〈１４〉 雪岳山 新興寺

宋寛（韓国文化研究家）

課
題
は
リ
レ
ー
の
呼
吸

李
承
�

引
退
試
合
で
２
発

����������アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアのののののののののののののののののののの大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲����������有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾

女
子

力
示
す
両
エ
ー
ス

男
子

躍
り
出
た
高
校
生

ＷＷ
杯杯
でで
「「
金金
メメ
ダダ
ルル
」」
ララ
ッッ
シシ
ュュ

絶好調�ショートトラック五
輪
プ
ラ
ザ
が
完
工

開
・
閉
会
式
会
場

五
角
形
に
目
標
込
め

高
級
ホ
テ
ル
の
不
足
に
対
応

５
５
０
０
室

観
戦
客
用
に
転
換

第２８８１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年１０月１１日（水曜日）（３）
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東
京
韓
国
学
校
中
・
高
舞
踊
部
が

９
日
、「
第
３６
回
大
久
保
ま
つ
り
」（
新

大
久
保
商
店
街
振
興
組
合
主
催
）
に

出
演
。
約
４０
人
が
北
新
宿
１
丁
目
交

差
点
か
ら
明
治
通
り
ま
で
「
コ
リ
ア

ン
タ
ウ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
大
久
保
通
り
を
約
１
�
に
わ
た

っ
て
パ
レ
ー
ド
し
た
。

同
校
舞
踊
部
の
出
演
は
民
団
東
京

本
部
の
安
容
範
副
団
長
が
新
宿
支
部

支
団
長
当
時
の
４
年
前
、
商
店
街
の

振
興
に
と
東
京
韓
学
に
依
頼
し
て
始

ま
っ
た
。
い
ま
で
は
す
っ
か
り
ま
つ

り
の
主
役
と
な
っ
て
い
る
。

パ
レ
ー
ド
中
、
３
カ
所
で
華
麗
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る

と
、
沿
道
か
ら
「
オ
ー
」
と
い
う
感

嘆
の
声
と
た
め
息
。
「
こ
れ
は
可
愛

い
」
と
拍
手
も
相
次
い
だ
。
パ
レ
ー

ド
を
先
導
し
た
金
得
永
校
長
は
マ
イ

ク
を
握
っ
て
、
「
韓
日
を
含
め
、
ア

ジ
ア
の
平
和
が
続
く
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
」
と
呼
び
か
け
た
。
初
等
部
か

ら
も
児
童
１１
人
が
初
参
加
し
、
保
護

者
の
チ
ャ
ン
ゴ
や
プ
ク
の
伴
奏
に
合

わ
せ
、
ソ
ゴ
チ
ュ
ム
を
披
露
し
た
。

沿
道
で
ト
ッ
ポ
ッ
キ
と
チ
ヂ
ミ
の

屋
台
を
出
店
し
た
民
団
新
宿
支
部
の

�
明
副
団
長
は
「
東
京
韓
学
の
行
列

を
目
あ
て
に
来
る
観
客
が
増
え
、
ま

つ
り
が
い
っ
そ
う
に
ぎ
や
か
に
な
っ

た
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。

伝統舞踊のエッセンスを組み込んだパフォーマンス（ＪＲ新大久保駅前）

姜
盛
文
団
長
（
中
央
）
を
囲
む
出
演
者
と
聴
衆
た
ち

【
徳
島
】
徳
島
で
は
珍
し

い
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
が
９
月
２４
日
、
市
内

で
開
か
れ
、
会
場
は
フ
ァ
ン

３
０
０
人
で
満
員
に
な
っ

た
。
韓
日
文
化
交
流
の
パ
イ

プ
役
を
め
ざ
す
民
団
徳
島
本

部（
姜
盛
文
団
長
）が
企
画
、

駐
神
戸
総
領
事
館
（
朱
哲
完

総
領
事
）
が
後
援
し
た
。
公

演
後
も
感
謝
の
言
葉
や
「
感

動
し
た
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
姜
団
長
は
「
民
団
の
認

知
度
が
上
が
っ
た
」
と
満
足

そ
う
に
語
っ
た
。
来
年
も
継

続
す
る
方
針
だ
。

出
演
は「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
」

「
Ｈ
５
」
「
Ｂ
・
Ｉ
・
Ｔ
」

の
３
組
。
い
ず
れ
も
韓
国
を

経
て
日
本
に
活
動
の
拠
点
を

移
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
姜
団

長
自
ら
神
戸
で
生
の
舞
台
を

確
認
し
た
。

舞
台
の
合
間
に
は
韓
国
国

内
で
日
本
人
の
有
志
が
試
み

た
フ
リ
ー
ハ
グ
の
映
像
を
流

し
た
。
こ
れ
は
韓
国
と
日
本

の
親
善
と
友
好
を
願
う
姜
団

長
か
ら
の
無
言
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
え
よ
う
。
会
場
で
は

涙
を
流
す
若
い
女
性
フ
ァ
ン

の
姿
も
見
ら
れ
た
。

各
組
と
も
４
曲
ず
つ
持
ち

歌
を
披
露
。
最
後
は
３
組
の

出
演
者
全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
「
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
」
と
韓

国
の
Ｎ
Ｏ
１
宴
会
ソ
ン
グ
と

い
わ
れ
る
「
無
条
件
」
を
熱

唱
し
た
。
会
場
で
は
フ
ァ
ン

が
総
立
ち
と
な
っ
た
。

公
演
の
成
功
は
団
員
の
自

発
的
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
だ
っ
た
。
１０
数
人
が
自

発
的
に
１
人
２０
枚
相
当
の
チ

ケ
ッ
ト
を
近
隣
の
知
り
合
い

に
配
り
、
当
日
も
会
場
の
整

理
に
あ
た
っ
た
。

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

や
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
通
じ
て

日
ご
ろ
か
ら
徳
島
民
団
と
つ

な
が
り
の
あ
る
日
本
人
フ
ァ

ン
が
、
今
回
の
公
演
の
結
果

さ
ら
に
増
え
た
の
も
収
穫
だ

っ
た
。
姜
団
長
の
語
っ
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
１７
歳
と
２５

歳
の
女
性
か
ら
「
民
団
の
仕

事
を
手
伝
い
た
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
と
い

う
。姜

団
長
は
「
韓
日
交
流
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
冬

季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
る
来
年
の
平
昌
に

は
県
日
韓
議
連
の
メ
ン
バ
ー

を
誘
っ
て
一
緒
に
観
戦
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

ハ
ン
グ
ル
の
魅
力

書
芸
で
再
発
見
を

民
団
西
神
戸
支
部

【
兵
庫
】
民
団
兵
庫
・
西

神
戸
支
部（
金
泰
洙
支
団
長
）

は
６
日
、
ひ
と
味
違
っ
た
ハ

ン
グ
ル
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
同
神
戸
韓
国
学

園
で
「
ハ
ン
グ
ル
書
藝
体
験

教
室
」
を
開
催
し
た
。
団
員

や
婦
人
会
、
同
学
園
の
生
徒

や
他
支
部
事
務
員
ら
１２
人
が

参
加
し
た
�
写
真
。

日
本
で
師
範
の
資
格
を
持

つ
在
日
３
世
、
金
榮
姫
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
宮
中
の
女

性
が
使
っ
た
と
言
わ
れ
る
宮

書
体
で「
サ
ラ
ン（
愛
）」「
ヘ

ン
ボ
ク
（
幸
福
）
」
の
ハ
ン

グ
ル
を
学
ん
だ
。

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う

同
支
部
婦
人
会
の
李
勝
子
会

長
は
「
筆
を
持
っ
た
の
は
小

学
校
の
授
業
以
来
で
、
半
世

紀
ぶ
り
。
当
時
を
思
い
だ
し

て
楽
し
い
」
と
語
っ
た
。

同
支
部
の
金
良
恵
総
務
課

長
は
「
団
員
た
ち
の
交
流
の

場
と
し
て
支
部
活
性
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
し
た
。
作
品

の
一
部
は
１１
月
の
本
部
主
催

マ
ダ
ン
に
出
展
す
る
。

【
島
根
】
民
団
島
根
本
部

（
金
吾
男
団
長
）
は
１
日
、

松
江
市
の
県
立
産
業
交
流
会

館
く
に
び
き
メ
ッ
セ
多
目
的

ホ
ー
ル
で「
１０
月
の
マ
ダ
ン
」

を
開
催
。
同
胞
と
市
民
８
０

０
人
余
り
を
迎
え
、
一
連
の

多
文
化
共
生
交
流
事
業
の
成

果
を
発
表
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
公
演
は
地
元
で
活
動
す
る

「
山
陰
サ
ム
ル
ノ
リ
チ
ー
ム
」

が
飾
っ
た
。
引
き
続
き
、
同

本
部
の
講
座
「
習
っ
て
み
よ

う
、
韓
国
の
伝
統
舞
踊
」
を

履
修
中
の
受
講
生
が
発
表

し
、
中
国
の
伝
統
楽
器
「
二

胡
」
の
演
奏
も
あ
っ
た
。
東

京
か
ら
は
よ
さ
こ
い
ア
リ
ラ

ン
を
踊
る
チ
ー
ム
「
は
な
こ

り
あ
」
が
駆
け
つ
け
、
元
気

に
舞
い
踊
っ
た
。

第
２
部
で
は
日
本
を
主
な

拠
点
と
し
て
活
躍
中
の
Ｋ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
５
」

が
締
め
く
く
っ
た
。
会
場
に

は
韓
紙
工
芸
、
韓
服
試
着
、

伝
統
茶
の
各
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
来
場
者
に
好
評
だ

っ
た
。
韓
国
屋
台
村
や
物
産

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
に

ぎ
わ
っ
た
。

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う

あ
る
来
場
者
は
、
「
こ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
近

に
韓
国
の
文
化
に
触
れ
て
と

て
も
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
た
。
同
本
部
の
丘
英
仁
事

務
局
長
は
「
民
族
や
国
籍
を

超
え
、
互
い
の
文
化
を
理
解

し
あ
え
る
社
会
に
向
か
っ
て

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と

語
っ
た
。

同
本
部
の
多
文
化
共
生
交

流
事
業
は
今
年
で
１４
年
目
。

地
域
に
深
く
、
広
く
浸
透
し

つ
つ
あ
る
。
県
と
松
江
市
、

駐
広
島
総
領
事
館
の
関
係
者

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

民
団
滋
賀
本
部
が

「
韓
日
文
化
教
室
」

【
滋
賀
】
民
団
滋
賀
本
部

（
朴
鍾
文
団
長
）
が
「
韓
日

文
化
教
室
」
を
開
講
し
た
。

第
１
回
は
「
韓
国
料
理
」。

９
月
３０
日
、
同
本
部
ハ
ン

グ
ル
教
室
の
日
本
人
生
徒
や

オ
モ
ニ
た
ち
１４
人
が
参
加

し
、
講
師
の
白
政
子
さ
ん
か

ら
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
タ
ッ
カ

ル
ビ
と
豆
も
や
し
ス
ー
プ
の

２
品
を
習
っ
た
。

同
教
室
は
１１
月
中
旬
ま
で

全
６
回
。
本
格
的
な
韓
国
茶

道
、
韓
国
近
現
代
史
の
講
演

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

出演者と観客が一体となった会場のくにびきメッセ

【
埼
玉
】
高
麗
郡
を
建
郡

し
た
渡
来
人
ゆ
か
り
の
地
を

歩
く
「
高
麗
王
・
若
光
ウ
オ

ー
ク
」
の
一
行
が
１
日
、
埼

玉
県
日
高
市
の
高
麗
神
社
に

到
着
し
た
。
実
行
委
員
長
を

務
め
た
高
麗
文
康
宮
司
は

「
同
じ
方
向
を
む
い
て
歩
く

こ
と
で
道
が
で
き
る
。
皆
さ

ん
が
歩
い
た
こ
と
で
高
麗
王

・
若
光
ウ
オ
ー
ク
と
い
う
新

た
な
道
が
で
き
た
」
と
参
加

者
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

９
月
２８
日
、
神
奈
川
県
大

磯
町
の
高
来
神
社
を
出
発
。

述
べ
１
７
２
人
が
約
１
０
０

�
の
道
の
り
を
４
日
間
か
け

日
高
市
を
目
指
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
元
々
、
昨

年
の
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０

年
の
記
念
と
し
て
行
わ
れ

た
。
し
か
し
終
了
後
に
「
来

年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
が
挙
が
っ
た
。
大
阪

か
ら
参
加
し
た
李
恵
美
子
さ

ん
（
６７
）
は
「
歩
き
な
が
ら

各
所
に
あ
る
寺
を
見
て
、
昔

の
渡
来
人
の
足
跡
を
た
ど
る

事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

感
想
を
語
っ
た
。

実
行
委
員
会
は
来
年
以
降

も
継
続
し
て
い
く
。

高来神社から４日間かけて高麗神社に到着した

東
京
韓
国
学
校
「
韓
日
歴

史
講
座
」
の
後
期
課
程
が
１４

日
か
ら
東
京
・
千
代
田
区
猿

楽
町
の
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ア
ジ
ア
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

始
ま
る
。
現
在
、
受
講
登
録

を
受
け
付
け
て
い
る
。

同
講
座
は
東
京
韓
学
「
土

曜
学
校
」
保
護
者
を
主
な
対

象
に
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た「
知
の
広
場
関
連
講
座
」。

９
月
３０
日
か
ら
場
所
を
東
京

韓
学
か
ら
移
し
、
主
催
も
千

葉
韓
国
教
育
院
（
主
管
は
東

京
韓
国
学
校
）
に
な
っ
た
。

各
月
２
日
間
、
指
定
の
土
曜

日
１４
～
１７
時
に
開
講
。
授
業

料
は
無
料
。

１４
日
は
「
昆
支
王
と
武
寧

王
の
秘
密
」
「
七
支
刀
と
須

佐
神
社
銅
鏡
」
（
崔
載
國
・

埼
玉
大
学
大
学
院
）
。
２８
日

は
「
日
本
の
中
の
韓
国
文
化

（
近
畿
編
）」（
柳
在
順
・
韓

日
歴
史
研
究
家
）
と
「
百
済

王
敬
福
と
黄
金
山
神
社
」（
権

純
懸
・
東
北
文
教
大
学
講

師
）。問

い
合
わ
せ
は
東
京
韓
学

初
等
部
日
本
語
科
の
高
麗
児

さ
ん
（k_ryoha821@

yahoo.co.jp

）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

地元の稲作文化発祥地を見学する参加者たち

【
福
岡
】
民
団
福
岡
・
遠

賀
宗
像
支
部
（
李
圭
哲
支
団

長
）
は
９
月
３０
日
、
地
元
水

巻
町
の
住
民
と
近
隣
の
山
歩

き
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

「
第
１
回
水
巻
オ
ル
レ
」
を

実
施
し
た
。
水
巻
町
国
際
交

流
協
会
と
の
共
催
。
６５
人
が

参
加
し
た
。

稲
作
文
化
の
発
祥
地
と
し

て
知
ら
れ
る
遠
賀
川
の
中
州

に
弥
生
式
土
器
の
集
落
遺
跡

を
訪
ね
、
韓
半
島
か
ら
の
伝

搬
ル
ー
ト
に
思
い
を
馳
せ

た
。
ま
た
、
第
２
次
大
戦
中

に
捕
虜
と
な
り
、
過
酷
な
採

炭
作
業
の
末
に
亡
く
な
っ
た

連
合
軍
捕
虜
を
祀
る
十
字
架

の
塔
の
前
で
は
平
和
を
祈
っ

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
の
町
公
民

館
の
野
外
広
場
で
は
婦
人
会

遠
賀
宗
像
支
部
が
韓
国
風
焼

き
肉
大
会
の
準
備
を
整
え
て

一
行
を
迎
え
た
。

開
会
式
に
は
美
浦
喜
明
町

長
と
民
団
福
岡
本
部
の
李
相

鎬
鎬
団
長
が
激
励
に
駆
け
つ

け
た
。
「
水
巻
オ
ル
レ
」
は

今
後
も
韓
日
親
善
交
流
行
事

と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
合
意
し
て
い
る
。

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ

高
校
生
大
会
開
く

広
島
韓
国
教
育
院

【
広
島
】
広
島
県
内
で
韓

国
語
を
学
習
し
て
い
る
高
校

生
を
対
象
と
し
た
第
５
回
韓

国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
が
９
月

２３
日
、
広
島
韓
国
会
館
で
開

か
れ
た
。
広
島
韓
国
教
育
院

（
崔
喜
�
院
長
）
が
韓
国
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
企
画
し
た
。

８
つ
の
高
校
か
ら
１９
人
が

出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
語

や
韓
国
の
文
化
、
日
韓
交
流

を
テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。
審

査
の
結
果
、
「
最
高
の
友
だ

ち
」
と
題
し
て
ス
ピ
ー
チ
し

た
上
田
千
尋
（
舟
入
高
校
）

さ
ん
が
「
特
別
賞
」
に
選
ば

れ
た
。
民
団
広
島
本
部
か
ら

李
英
俊
団
長
、
駐
広
島
総
領

事
館
か
ら
宋
�
眞
領
事
が
激

励
に
訪
れ
た
。

仲
尾
宏
教
授
招
く

民
団
滋
賀
講
演
会

【
滋
賀
】
仲
尾
宏
京
都
造

形
芸
術
大
学
客
員
教
授
が
７

日
、
民
団
滋
賀
本
部
（
朴
鍾

文
団
長
）
で
「
近
江
の
国
と

朝
鮮
通
信
使
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

仲
尾
教
授
は
朝
鮮
通
信
使

と
近
江
の
国
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
解
説
し
た
な
か

で
、
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶

遺
産
の
登
録
は
１０
月
末
に
は

出
る
で
し
ょ
う
」
と
の
見
通

し
を
述
べ
た
。

姜
美
善
氏
と
対
談

民
団
鳥
取「
在
日
講
座
」

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
薛
幸
夫
団
長
）
の
第
３４
回

「
在
日
講
座
」は
９
月
３０
日
、

同
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
第

１
部
は
鳥
取
市
国
際
交
流
員

の
姜
美
善
氏
を
講
師
に
迎
え

て
の
「
韓
国
国
民
の
心
と
民

主
化
へ
の
道
」
。
薛
団
長
と

の
ト
ー
ク
形
式
で
韓
国
民
主

化
へ
の
道
程
を
振
り
返
っ

た
。
主
催
者
の
予
想
を
上
回

る
４０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

趣
向
を
こ
ら
し
て

会
員
慰
労
マ
ダ
ン

婦
人
会
大
阪
本
部

【
大
阪
】
婦
人
会
大
阪
本

部
（
金
秋
江
会
長
）
は
９
月

３０
日
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪

韓
国
人
会
館
で
会
員
向
け
親

睦
企
画
「
９
月
の
マ
ダ
ン
」

を
開
催
し
た
。
昨
年
は
作
品

展
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
構
成

し
た
が
、
今
年
は
「
韓
国
伝

統
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

が
目
玉
企
画
。
オ
リ
ニ
た
ち

の
踊
り
や
、
韓
服
姿
の
新
郎

新
婦
役
に
よ
る
ミ
ニ
喜
劇
が

会
場
を
沸
か
せ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
各
支

部
、団
体
か
ら
２７
人
が
登
場
。

審
査
の
結
果
、
１
人
に
会
長

賞
、
３
人
に
顧
問
賞
が
贈
ら

れ
た
。
最
後
に
呂
英
華
韓
国

伝
統
芸
術
院
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
を

楽

し

ん

だ
。２

７
０
人
が

参
加
。
民
団
大

阪
本
部
か
ら
李

龍
権
副
団
長
が

駆
け
つ
け
、
マ

ダ
ン
の
開
催
を

祝
し
た
。
金
会

長
は
「
会
員
皆

さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め

て
開
催
し
た
」

と
述
べ
た
。

【
新
潟
】
秋
夕
（
旧
盆
）

に
ち
な
ん
で
日
本
の
市
民
と

交
流
を
図
る
「
韓
日
ハ
ン
ガ

ウ
ィ
（
秋
夕
）
祭
り
」
が
９

月
３０
日
、
新
潟
市
古
町
５
番

町
商
店
街
で
開
か
れ
た
。
駐

新
潟
総
領
事
館
、
民
団
新
潟

本
部
、
県
日
韓
親
善
協
会
な

ど
が
実
行
委
員
会
を
構
成
し

た
。
会
場
に
は
多
様
な
韓
国

の
文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
を
紹

介
す
る
ブ
ー
ス
や
来
年
２
月

に
迫
っ
た
平
昌
冬
季
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
広
報
ブ

ー
ス
が
立
ち
並
ん
だ
。

民
団
は
秋
夕
に
欠
か
せ
な

い
ソ
ン
ピ
ョ
ン
（
松
餅
）
を

５
０
０
セ
ッ
ト
無
料
で
配

布
。
韓
国
の
伝
統
茶
シ
ッ
ケ

の
試
飲
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ

て
、
好
評
だ
っ
た
。
初
め
て

飲
ん
だ
と
い
う
市
民
か
ら
は

日
本
の
甘
酒
と
の
違
い
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次

い
だ
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
韓
国

の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
公
演
を
メ
ー
ン

に
、
韓
日
友
好
ソ
ン
グ
＆
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、
主
催
者
発
表
で
約
３

０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
米
山
隆
一
県
知
事
と

篠
田
昭
新
潟
市
長
が
参
席
。

民
団
新
潟
本
部
の
李
鐘
海
団

長
、
駐
新
潟
総
領
事
館
の
趙

建
�
総
領
事
ら
と
と
も
に
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

日
本
市
民

感
謝
の
声

「
民
団
の
仕
事
手
伝
う
」

韓
日
の
懸
け
橋
役
ア
ピ
ー
ル

民団島根

花
開
く
多
文
化
共
生
事
業

「
１０
月
マ
ダ
ン
」に
８
０
０
人

秋夕共に祝おう

民団が松餅配布
「韓日ハンガウィ祭り」

歴
史
と
文
化

再
発
見

民
団
遠
賀
宗
像

「
韓
日
親
善
オ
ル
レ
」

延
べ
１
７
２
人
参
加

「
高
麗
王
・
若
光
ウ
オ
ー
ク
」

「「
韓韓
流流
のの
街街
」」
とと
りり
ここ
にに

東京韓学「大久保まつり」出演

Ｋ�ＰＯＰ無料コンサートに３００人

民団徳島が主催

東
京
韓
学
「
韓
日

歴
史
講
座
」
後
期

受
講
生
募
集
中

（４）２０１７年１０月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８１号
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在
特
会
（
在
日
特
権
を
許

さ
な
い
市
民
の
会
）
の
元
会

長
、
桜
井
誠
氏
が
有
田
芳
生

参
院
議
員
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ

の
投
稿
で
名
誉
を
傷
つ
け
ら

れ
た
と
し
て
損
害
賠
償
５
０

０
万
円
を
求
め
た
裁
判
の
判

決
が
９
月
２６
日
、
東
京
地
裁

で
あ
っ
た
。
小
野
瀬
厚
裁
判

長
（
梅
本
圭
一
郎
裁
判
長
代

読
）
は
原
告
で
あ
る
桜
井
氏

の
過
去
の
発
言
を
次
々
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
事
実
認
定

し
、
差
別
的
言
動
解
消
法
に

違
反
す
る
と
断
罪
し
た
。

有
田
氏
は
２
０
１
６
年
４

月
、
岡
山
市
内
で
実
施
が
計

画
さ
れ
て
い
た
「
拉
致
被
害

者
奪
還
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
デ
モ

ｉ
ｎ
岡
山
」
に
桜
井
氏
が
参

加
の
予
定
だ
と
知
り
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
と

懸
念
。
こ
れ
を
防
止
、
反
対

す
る
趣
旨
か
ら
�１
桜
井
誠
の

存
在
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
�

差
別
扇
動
そ
の
も
の
�２
差
別

に
寄
生
し
て
生
活
を
営
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
論
外
と
投
稿

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
桜
井

氏
側
は
「
人
格
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
も
の
」
と
訴
訟
に

踏
み
切
っ
た
。

小
野
瀬
裁
判
長
は
桜
井
誠

氏
の
存
在
自
体
が
差
別
扇
動

そ
の
も
の
と
の
論
評
に
対
し

て
、
「
そ
の
前
提
事
実
の
重

要
な
部
分
に
お
い
て
真
実
」

と
認
め
た
。「
差
別
に
寄
生
」

に
つ
い
て
も
「
（
有
田
議
員

が
）
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る

に
相
当
な
理
由
が
あ
る
」
と

し
た
。

神
原
元
弁
護
士
は
投
稿
で

「
被
告
の
立
場
か
ら
す
れ
ば

こ
れ
以
上
の
成
果
は
考
え
が

た
い
、
完
全
で
完
璧
な
判
決

で
あ
る
。
訴
え
ら
れ
、
被
告

と
な
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て

相
手
方
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
と
す
ら
言
え
る
。
こ
の
判

決
は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス

と
な
る
だ
ろ
う
」
と
論
評
し

た
。

青
年
会
中
央
本
部
（
朴
裕
植
会
長
）
は
９
月
３０
と
１
日
、
東
京
・
渋
谷
の
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
結
成
４０
周
年
記
念
「
在
日
青
年
共

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
を
開
催
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
１
３
０
人
が
韓
服

を
着
用
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
に
臨
み
、
韓
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
在
日
青
年
と
し
て
の

結
束
を
再
確
認
し
た
。
席
上
、
青
年
会
の
バ
ト
ン
を
子
ど
も
世
代
に
ま
で
引
き
継
い

で
い
く
と
の
決
意
を
込
め
た
「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
も
発
表
さ
れ
た
。

４０周年セレモニーには１３０人が韓服で臨んだ

過
去
か
ら
現
代
、
未
来
へ

時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
私
た

ち
の
中
に
あ
る
「
ル
ー
ツ
」

は
変
わ
ら
な
い
共
通
項
で
あ

る
。
過
去
４０
年
、
多
く
の
先

輩
方
の
活
躍
か
ら
も
分
か
る

と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
中
で
常
に
、
よ
り
豊
か
な

社
会
を
青
年
会
は
目
指
し
て

き
た
。
現
代
の
中
心
を
担
う

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
４０

年
を
考
え
た
と
き
、
過
去
に

掲
げ
ら
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

今
私
た
ち
が
思
い
描
く
ビ
ジ

ョ
ン
を
次
世
代
に
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青
年
会
の
バ
ト
ン
を
受
け

継
ぐ
こ
と
は
決
し
て
容
易
な

も
の
で
は
な
い
。
世
の
中
の

移
り
変
わ
り
は
日
を
追
う
ご

と
に
激
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は

そ
の
変
化
に
対
応
し
、
常
に

未
来
へ
向
か
っ
て
歩
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

青
年
会
が
魅
力
あ
る
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
存
続

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
時
代
の
中
で
も
、
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
、国
籍
の
壁
を
超
え
、

相
互
尊
重
・
相
互
理
解
を
促

進
し
、
青
年
一
人
ひ
と
り
の

価
値
を
見
い
出
す
こ
と
が
青

年
自
身
と
会
の
成
長
へ
と
繋

が
る
だ
ろ
う
。

１８
～
３５
歳
が
集
う
青
年
会

は
、
青
年
同
士
が
価
値
を
共

有
し
伝
え
、
高
め
合
う
場
と

な
り
、
自
立
し
た
青
年
が
集

う
、
価
値
あ
る
知
の
拠
点
を

目
指
し
た
い
。

【
大
阪
】
８
月
の
「
オ
リ

ニ
ウ
リ
ナ
ラ
キ
ャ
ン
プ
」
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
交
流

会
が
８
日
、
大
阪
韓
国
人
会

館
で
開
か
れ
た
�
写
真
。
民

団
大
阪
本
部（
鄭
鉉
権
団
長
）

が
呼
び
か
け
、
府
内
か
ら
３２

人
が
参
加
し
た
。

金
明
弘
副
団
長
は
「
キ
ャ

ン
プ
中
、
肌
で
感
じ
た
記
憶

を
、
こ
れ
か
ら
の
勉
強
や
人

生
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
、
思
い
出
の
映
像
を

収
め
た
Ｃ
Ｄ
と
写
真
ア
ル
バ

ム
を
代
表
の
梁
敢
太
君
（
中

川
小
学
校
６
年
）に
贈
っ
た
。

民
団
大
阪
と
キ
ャ
ン
プ
を

共
同
主
催
し
た
大
阪
韓
国
教

育
院
の
金
次
守
院
長
も
「
み

な
さ
ん
の
感
想
文
を
読
ん
で

感
動
し
た
。
国
際
的
な
人
物

に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
」
と
期
待
を
よ
せ
た
。

４０
周
年
セ
レ
モ
ニ
ー
（
９

月
３０
日
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
。
い

ま
い
ち
ど
原
点
に
立
ち
返
っ

て「
青
年
会
の
過
去
、
現
在
、

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
の
が

狙
い
だ
。
４０
年
の
歩
み
を
ビ

デ
オ
で
振
り
返
り
、
歴
代
Ｏ

Ｂ
か
ら
エ
ー
ル
も
受
け
た
。

青
年
会
中
央
本
部
第
２
代

会
長
を
歴
任
し
た
民
団
中
央

本
部
の
林
三
鎬
副
団
長
は
、

「
複
数
国
籍
を
持
っ
た
同
胞

た
ち
を
民
団
が
中
心
と
な
っ

て
糾
合
し
て
い
く
の
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
」と
前
置
き
し
、

青
年
会
に
そ
の
尖
兵
と
し
て

の
役
割
を
託
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
朴
会
長
は
「
韓
日
社

会
の
一
員
と
し
て
韓
国
と
日

本
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
。

在
外
同
胞
と
の
つ
な
が
り
も

新
た
に
構
築
し
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
参
席
し
た
民

団
中
央
本
部
の
呉
公
太
団
長

と
李
俊
揆
大
使
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
た
。

晩
餐
が
始
ま
り
、
青
年
会

近
畿
地
協
が
お
祝
い
の
サ
ム

ル
ノ
リ
を
演
奏
す
る
と
、
指

で
拍
子
を
と
っ
た
り
、
体
を

揺
ら
し
な
が
ら
伝
統
の
リ
ズ

ム
に
酔
い
し
れ
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

翌
１
日
は
東
京
・
港
区
の

韓
国
中
央
会
館
で
「
青
年
会

は
こ
れ
か
ら
な
に
を
め
ざ
す

の
か
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
だ
っ
て
朴

美
花
さ
ん
（
２４
、
茨
城
）
ら

参
加
者
４
人
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
こ

れ
か
ら
在
日
青
年
と
し
て
こ

う
生
き
る
」を
テ
ー
マ
に「
マ

イ
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
発
表
し

た
。愛

知
か
ら
参
加
し
た
朴
世

�
さ
ん
（
２５
）
は
「
い
ろ
ん

な
地
方
か
ら
参
加
し
た
同
世

代
と
し
ゃ
べ
り
、
違
う
考
え

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
想
を
語
っ
た
。
鄭
貞
美
さ

ん
（
２８
、
大
阪
）
は
「
違
う

地
方
の
人
と
交
流
で
き
た
の

が
な
に
よ
り
よ
か
っ
た
」
と

満
足
そ
う
だ
っ
た
。

青
年
会
は
民
団
混
乱
事
態

を
引
き
起
こ
し
て
傘
下
団
体

取
り
消
し
処
分
を
受
け
た
旧

韓
国
青
年
同
盟
、
旧
韓
国
学

生
同
盟
に
代
わ
る
新
た
な
青

年
運
動
の
担
い
手
と
し
て
７７

年
２
月
２７
日
、
韓
国
中
央
会

館
で
結
成
さ
れ
た
。

２
０
１
３
年
と
９３
年
の
在

日
韓
国
人
青
年
意
識
調
査
結

果
を
比
較
し
な
が
ら
在
日
社

会
の
将
来
を
展
望
す
る
「
特

別
講
演
」
が
１
日
、
東
京
・

渋
谷
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
た
。
関
西
学
院
大
学

社
会
学
部
の
金
明
秀
教
授
が

分
析
結
果
を
報
告
し
た
。

ま
ず
目
立
つ
の
は
母
国
語

力
の
向
上
だ
。９３
年
調
査（
対

象
１
７
２
３
人
）
で
は
実
際

に
使
え
る
程
度
の
母
国
語
力

を
持
つ
者
は
１
割
に
満
た
な

か
っ
た
も
の
の
、
１３
年
結
果

（
対
象
３
５
３
２
人
）
に
よ

る
と
「
道
を
尋
ね
た
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
注
文
で
き
る
」

以
上
の
会
話
ス
キ
ル
を
持
つ

者
が
３
割
を
超
え
た
。

こ
れ
と
関
連
、
民
族
名
使

用
度
を
見
る
と
「
ま
っ
た
く

本
名
だ
け
」
と
い
う
回
答
が

２
倍
近
く
に
増
加
。
「
ま
っ

た
く
通
名
だ
け
」
は
こ
の
２０

年
間
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て

い
な
い
。

同
胞
の
友
人
に
つ
い
て
も

「
と
て
も
欲
し
い
」
「
や
や

欲
し
い
」
を
合
わ
せ
れ
ば
６０

・
２
％
と
交
友
願
望
は
依
然

と
し
て
強
い
。

一
方
、
「
ぜ
ひ
同
胞
と
結

婚
し
た
い
」
と
い
う
回
答
は

１５
％
か
ら
５
％
に
激
減
。
祖

国
統
一
へ
の
愛
着
も
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
日
本
国
籍
取
得

に
つ
い
て
は
「
や
む
を
え
な

い
」
こ
と
だ
と
許
容
す
る
傾

向
に
あ
る
。

今
回
の
判
決
の
認
定
に
よ

っ
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
の
定
義
に
あ
た
る
多
数

の
例
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
行
政
や
市
民
が
、
何
が

同
法
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

あ
た
る
の
か
の
貴
重
な
判
断

材
料
と
な
る
。

法
務
省
は
、
解
消
法
７
条

の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
今
回
の
判
決
を
人
権
擁

護
局
の
サ
イ
ト
内
の
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
焦
点
を
あ
て

た
啓
発
活
動
」
の
頁
に
全
文

を
紹
介
し
、
同
法
の
定
義
に

あ
た
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

例
示
と
し
て
広
く
社
会
に
示

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、

本
判
決
な
ど
を
参
考
に
、
速

や
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
提
示
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

が
施
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
憲
法

学
者
を
含
め
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
定
義
が
な
い
、
も
し

く
は
明
ら
か
で
な
い
と
主
張

す
る
人
々
が
い
る
。し
か
し
、

解
消
法
は
、
国
際
人
権
基
準

か
ら
す
る
と
か
な
り
限
定
的

で
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
定

義
規
定
を
お
い
て
い
る
。
今

回
の
判
決
で
、
そ
の
定
義
規

定
に
あ
て
は
め
て
具
体
的
な

言
動
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と

認
定
さ
れ
た
。
す
で
に
日
本

の
法
律
に
お
い
て
定
義
規
定

は
存
在
し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
か
否
か
判
断
は
可
能
で
あ

り
、
解
消
法
に
よ
り
認
定
さ

れ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
多

数
存
在
す
る
と
い
う
現
実
が

議
論
の
出
発
点
と
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
否
か

を
認
定
す
る
機
能
が
あ
る
こ

と
が
今
回
改
め
て
確
認
さ
れ

た
。
理
念
法
で
は
あ
っ
て
も

裁
判
の
基
準
と
な
り
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
が
実
証
さ
れ
た

と
も
い
え
る
。

た
だ
し
、
同
法
に
は
禁
止

規
定
や
制
裁
規
定
が
な
く
、

認
定
し
て
も
そ
れ
を
止
め
、

終
了
さ
せ
る
実
効
性
が
極
め

て
弱
い
。
特
に
、
ネ
ッ
ト
上

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
選
挙

活
動
に
名
を
借
り
た
ヘ
イ
ト

街
宣
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

深
刻
な
実
害
を
も
た
ら
し
、

社
会
に
差
別
と
暴
力
を
容
認

す
る
空
気
を
醸
成
し
続
け
て

い
る
。
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、「
喫
緊
の
課
題
」（
解

消
法
１
条
）
と
し
て
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
を
実
効

化
す
る
法
整
備
を
直
ち
に
行

う
べ
き
で
あ
る
。

（
師
岡
康
子
弁
護
士
、寄
稿
）

在
日
韓
国
人
の
人
権
擁
護

と
法
的
地
位
向
上
に
貢
献
し

て
き
た
桃
山
学
院
大
学
名
誉

教
授
の
徐
龍
達
さ
ん
（
８４
、

奈
良
市
）
が
文
在
寅
大
統
領

か
ら
最
高
位
の
国
民
勲
章

「
無
窮
花
章
」を
受
章
し
た
。

授
賞
式
は「
世
界
韓
人
の
日
」

（
５
日
）
に
先
だ
つ
９
月
２７

日
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
。
在
日
同
胞
学

者
・
研
究
者
の
無
窮
花
章
受

章
は
徐
さ
ん
が
初
め
て
。

徐
さ
ん
は
大
学
入
学
時
に

日
本
育
英
会
に
奨
学
金
を
申

し
込
み
、
「
韓
国
人
に
応
募

資
格
は
な
い
」と
断
ら
れ
た
。

「
在
日
同
胞
の
た
め
の
奨
学

事
業
が
必
要
」
と
先
輩
・
後

輩
と
一
緒
に
韓
国
系
企
業
を

回
っ
て
趣
旨
説
明
し
、
大
学

４
年
生
だ
っ
た
１
９
５
６
年

８
月
に「
在
日
韓
国
奨
学
会
」

を
設
立
し
た
。返
済
は
不
要
。

こ
れ
ま
で
に
支
給
し
た
学
生

は
約
１
０
０
０
人
を
数
え

る
。大

学
院
修
了
時
に
は
日
本

の
国
立
大
学
か
ら
就
職
差
別

に
あ
い
、
日
高
六
郎
氏
や
飯

沼
二
郎
氏
ら
大
学
教
授
の
支

援
を
受
け
て
、
外
国
人
研
究

者
を
国
公
立
大
学
の
専
任
教

員
に
採
用
す
る
「
外
国
人
教

員
任
用
法
」
の
制
定
に
努
力

し
た
。
足
か
け
１０
年
間
、
当

時
の
文
部
省
と
交
渉
を
重
ね

て
よ
う
や
く
８２
年
８
月
２０
日

に
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
法
の

制
定
で
恩
恵
を
受
け
た
研
究

者
は
国
籍
も
様
々
。
１６
年
１２

月
現
在
、
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
っ

て
３
３
３
１
人
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

徐
さ
ん
は
１
９
３
３
年
釜

山
市
生
ま
れ
。
６３
年
、
神
戸

大
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博

士
課
程
を
修
了
し
、
日
本
全

国
で
初
め
て
の
外
国
人
専
任

講
師
と
し
て
桃
山
学
院
大
学

に
迎
え
ら
れ
た
。
在
任
中
、

同
大
と
韓
国
の
啓
明
大
学
校

の
間
で
８１
年
に
姉
妹
校
縁
組

を
実
現
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

同
図
書
館
に
１
万
６
０
０
０

冊
の
図
書
を
献
本
、
多
角
的

な
学
術
交
流
も
３７
回
続
け
る

な
ど
し
て
大
学
の
国
際
文
化

交
流
に
貢
献
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
も
韓
国
の
国
威
を
宣

揚
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
た
。

す
で
に
国
民
勲
章
牡
丹

章
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
海
外
同
胞
特
別

賞
、
在
外
同
胞
財
団
の
有
功

同
胞
功
労
賞
な
ど
を
受
賞

（
章
）
し
て
お
り
、
啓
明
大

学
校
か
ら
名
誉
法
学
博
士
学

位
、
大
韓
民
国
芸
術
院
か
ら

は
感
謝
状
を
贈
ら
れ
て
い

る
。

（
写
真
は
連
合
通
信
９
月
２８
日
付
記
事
か
ら
引
用
）

組
織
有
功
者
表
彰

民
団
東
京
本
部
（
金
秀
吉

団
長
）
の
創
立
７０
周
年
記
念

式
・
祝
賀
会
（
実
行
委
員
長

�
金
昌
世
副
団
長
）が
７
日
、

東
京
・
港
区
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。
都
議
会
各
会
派

か
ら
も
代
表
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
、
会
場
は
約
５
０
０

人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

金
団
長
は
７０
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
平
坦
な

時
代
だ
け
で
な
か
っ
た
」
と

７０
年
代
初
頭
の
民
団
混
乱
自

体
に
言
及
し
、
「
支
部
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
、
支
部
に
よ

っ
て
よ
み
が
え
っ
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
最
後

に
「
こ
れ
か
ら
の
７０
年
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
す
る
場

に
し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

韓
国
政
府
か
ら
修
好
勲
章

を
受
章
し
た
東
京
日
韓
親
善

協
会
連
合
会
の
保
坂
三
蔵
会

長
は
金
団
長
の
あ
い
さ
つ
を

「
重
い
重
い
７０
年
と
感
じ
た
」

と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
、
民

団
中
央
本
部
の
呉
公
太
団

長
、
駐
日
韓
国
大
使
館
の
李

�
燮
政
務
公
使
ら
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

引
き
続
き
各
級
組
織
有
功

者
表
彰
と
感
謝
状
の
授
与
式

が
あ
っ
た
。
駐
日
大
使
表
彰

は
東
京
韓
国
商
工
会
議
所
の

呉
賛
益
常
任
顧
問
を
は
じ
め

と
す
る
９
人
�
写
真
、
中
央

団
長
表
彰
は
民
団
豊
島
支
部

の
呉
太
勲
常
任
顧
問
ら
２３

人
、
同
本
部
常
任
顧
問
８
人

（
当
日
の
出
席
は
４
人
）
に

は
金
団
長
か
ら
感
謝
牌
が
贈

ら
れ
た
。

マイクを握ってウリノレを熱唱する同胞入所者

【
西
東
京
】
民
団
西
東
京

本
部
（
全
實
団
長
）
は
秋
夕

の
４
日
、
東
京
・
東
村
山
市

の
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園

で
余
生
を
過
ご
す
同
胞
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
を
慰
問
し

た
。
同
本
部
の
慰
問
は
３０
年

以
上
欠
か
さ
ず
続
い
て
い

る
。
双
方
と
も
す
っ
か
り
顔

な
じ
み
だ
。
同
行
し
た
婦
人

会
西
東
京
本
部
（
鄭
照
子
会

長
）
の
役
員
は
「
１
年
ぶ
り

に
ま
た
、
お
会
い
で
き
ま
し

た
」と
入
所
者
を
抱
き
し
め
、

入
所
者
も
こ
れ
に
応
え
た
。

今
年
に
入
っ
て
同
胞
入
所

者
４
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。
出
迎
え
に
現
れ
た
の
は

１０
人
足
ら
ず
だ
っ
た
。
全
団

長
が
「
明
日
に
向
か
っ
て
前

向
き
に
生
き
て
い
け
る
よ
う

に
」
と
激
励
。
同
胞
互
助
会

の
代
表
は
「
来
て
く
だ
さ
る

だ
け
で
う
れ
し
い
。
お
土
産

ま
で
準
備
し
て
も
ら
っ
て
涙

が
出
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
で
は
婦

人
会
が
同
本
部
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
ノ
レ
カ
ラ
ッ
チ
ャ
チ

ャ
チ
ャ
」
な
ど
を
元
気
に
歌

い
踊
っ
た
。
負
け
じ
と
入
所

者
も
ウ
リ
ノ
レ
で
応
え
た
。

応
援
合
戦
に
も
熱

東
京
韓
学
運
動
会

東
京
韓
国
学
校
（
呉
公
太

理
事
長
、
金
得
永
校
長
）
は

７
日
、
中
・
高
等
部
の
第
６４

回
秋
季
大
運
動
会
を
同
校
で

行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
綱
引
き
や
騎

馬
戦
と
い
っ
た
多
く
の
個
人

・
団
体
競
技
で
、
チ
ー
ム
の

勝
利
を
か
け
て
競
い
合
っ

た
。
応
戦
合
戦
で
の
ダ
ン
ス

や
舞
踊
部
に
よ
る
民
族
舞
踊

の
披
露
も
行
わ
れ
た
。

学
年
選
抜
に
よ
る
対
抗
リ

レ
ー
で
は
周
囲
の
応
援
が
大

き
く
な
り
、
会
場
が
ひ
と
き

わ
盛
り
上
が
っ
た
。

百
歳
ま
で
元
気
に

民
団
岐
阜
敬
老
会

【
岐
阜
】
民
団
岐
阜
本
部

（
董
勝
正
団
長
）
は
５
日
、

同
本
部
会
館
で
敬
老
会
を

開
催
し
た
。
董
団
長
は
「
今

は
１
０
０
歳
の
時
代
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
な
姿
で
民
団
に

出
て
来
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
、
参
加
者
１８
人
全
員

に
参
鶏
湯
を
お
土
産
に
贈
っ

た
。
こ
の
日
は
白
頭
学
院
建

国
の
李
鐘
建
校
長
ら
が
来
団

し
、入
学
説
明
会
を
行
っ
た
。

徴
用
犠
牲
者
碑
に

韓
日
親
善
を
誓
う

岩
手
県
知
事
も
哀
悼

【
岩
手
】第
２
次
大
戦
中
、

韓
半
島
か
ら
強
制
徴
用
さ

れ
、
過
酷
な
労
働
の
末
に
県

内
各
地
で
亡
く
な
っ
た
同
胞

を
慰
霊
す
る
式
が
９
月
１１

日
、
滝
沢
市
の
岩
手
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
建
つ

追
悼
碑
前
で
行
わ
れ
、
民
団

と
総
連
の
幹
部
、
超
党
派
の

県
議
、
日
韓
協
の
関
係
者
ら

約
５０
人
が
参
列
し
た
。

は
じ
め
に
追
悼
碑
に
埋
納

さ
れ
た
１
６
６
人
と
い
ま
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
す

べ
て
の
犠
牲
者
に
黙
祷
。
追

悼
管
理
委
員
会
の
桶
下
正
信

委
員
長
が
「
犠
牲
者
の
思
い

を
忘
れ
ず
、
平
和
を
祈
念
す

る
場
と
し
て
、
追
悼
碑
を
将

来
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い

く
」と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

民
団
岩
手
本
部
の
申
百
�

団
長
は
、
２
０
１
８
年
に
江

原
道
平
昌
で
冬
季
五
輪
が
開

催
さ
れ
る
と
報
告
。
ス
ポ
ー

ツ
交
流
に
よ
る
世
界
の
平
和

と
安
定
、
そ
し
て
韓
日
親
善

友
好
の
た
め
懸
け
橋
の
役
割

を
担
っ
て
い
く
と
誓
っ
た
。

達
増
拓
也
県
知
事
か
ら
は

哀
悼
の
意
を
表
す
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
た
。

旧
荒
金
鉱
山
で
も

民
団
と
岩
見
町
共
催

【
鳥
取
】
１
９
４
３
年
の

鳥
取
大
地
震
で
犠
牲
と
な
っ

た
韓
半
島
か
ら
の
徴
用
同
胞

と
そ
の
家
族
２８
人
、
お
よ
び

日
本
人
の
合
わ
せ
て
６５
人
を

慰
霊
す
る
第
７５
回
忌
式
典
が

９
月
１０
日
、
岩
美
郡
荒
金
の

供
養
塔
前
で
執
り
行
わ
れ

た
。
今
年
は
５
年
ぶ
り
に
岩

美
町
（
榎
本
武
利
町
長
）
と

民
団
鳥
取
本
部
（
薛
幸
夫
団

長
）
に
よ
る
共
催
。
前
半
は

仏
式
、
後
半
は
民
団
側
が
伝

統
の
儒
教
式
に
則
っ
た
チ
ェ

サ
（
祭
祀
）
を
行
っ
た
。

薛
団
長
は
犠
牲
者
６５
人
の

う
ち
、
２０
有
余
人
の
遺
体
は

収
容
さ
れ
ず
い
ま
だ
地
中
に

眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
と
指

摘
。
「
遺
体
を
収
容
、
発
掘

す
る
責
務
と
課
題
が
残
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
う

え
で
「
荒
金
こ
そ
在
日
の
原

点
の
地
。
こ
れ
か
ら
も
こ
こ

に
立
ち
続
け
る
」と
誓
っ
た
。

犠
牲
と
な
っ
た
同
胞
は
日

本
鉱
業
株
式
会
社
岩
美
鉱
業

所
で
厳
し
い
条
件
の
下
で
働

か
さ
れ
て
い
た
。
地
震
で
流

出
し
た
大
量
の
鉱
泥
は
同
胞

労
働
者
の
飯
場
を
直
撃
し
、

さ
ら
に
そ
の
下
の
荒
金
集
落

ま
で
襲
っ
た
。
同
胞
犠
牲
者

の
遺
体
は
泥
流
の
い
ち
ば
ん

下
か
ら
２
体
の
み
見
つ
か
っ

た
。
日
本
鉱
業
は
４８
年
に
事

故
現
場
に
供
養
塔
を
建
立

し
、
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

追悼碑に献花する参列者（岩手県滝沢市）

青年会のバトン 次代へ 結
成
４０
周
年
「
在
日
青
年
共
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

民
族
名
使
用
が
２
倍
増

在
日
青
年

意
識
調
査

「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
要
旨
）

７０年の絆 未来へつなぐ 民団東京記念式

ハ
ン
セ
ン
病
施
設

慰
問

民
団
西
東
京

カ
ラ
オ
ケ
で
交
流
会

思思いい出出のの「「ウウリリナナララキキャャンンププ」」

写
真
と
映
像
で
再
び

民
団
大
阪

オ
リ
ニ
交
流
会
開
く

徐
龍
達

氏

に
無
窮
花
章

在
日
同
胞
学
者
か
ら
初
の
受
章

在
特
会
元

会
長
返
り
討
ち

過
去
の
言
動

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
認
定
名誉毀損訴訟
東京地裁判決

差
別
扇
動
解
消
の
規
範
に

第２８８１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年１０月１１日（水曜日）（５）



����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

音楽会

展示会

シンポジウム

「灰の花」

在
日
女
性
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

呉
文
子
さ
ん
の
近
著
『
記
憶

の
残
照
の
な
か
で
』
の
出
版

と
傘
寿
を
祝
う
会
が
７
日
、

在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
東
京

・
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、

呉
さ
ん
が
１
９
９
１
年
に
同

胞
女
性
と
発
行
し
た
同
人
誌

『
鳳
仙
花
』
の
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
が
お
祝
い
に
集
ま

っ
た
。

同
著
を
出
版
し
た
社
会
評

論
社
の
松
田
健
二
社
長
は

「
単
な
る
家
族
史
で
は
な
く
、

祖
国
分
断
と
い
う
負
の
歴
史

を
抱
え
な
が
ら
、
差
別
さ
れ

て
き
た
在
日
女
性
に
光
を
与

え
た
。
ま
た
、
音
楽
、
映
画
、

演
劇
活
動
の
支
援
に
も
取
り

組
ん
だ
。
戦
後
の
日
本
文
化

を
考
え
る
上
で
貴
重
な
記
録

だ
」
と
称
賛
し
た
。

東
京
学
芸
大
の
李
修
京
教

授
、
文
教
大
学
の
山
下
英
愛

教
授
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
在

日
オ
ペ
ラ
歌
手
の
田
月
仙
さ

ん
が
「
椿
姫
」
か
ら
「
乾
杯

の
歌
」
を
歌
い
、
祝
宴
が
始

ま
っ
た
。

韓
国
伝
統
芸
術
家
の
金
福

実
さ
ん
は
「
２５
年
前
に
呉
さ

ん
に
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
、

今
日
の
私
は
な
い
」
と
感
謝

し
な
が
ら
、
パ
ン
ソ
リ
「
沈

清
歌
」
を
披
露
し
た
。

呉
さ
ん
は
「
２
人
の
女
性

に
特
に
感
謝
し
た
い
。
日
韓

女
性
親
善
協
会
の
相
馬
雪
香

会
長
か
ら
『
誰
に
も
最
初
の

一
歩
が
あ
る
』と
励
ま
さ
れ
、

前
向
き
に
な
れ
た
こ
と
。
そ

し
て
在
日
女
性
文
芸
協
会
を

創
立
し
文
芸
総
合
雑
誌
『
地

に
舟
を
こ
げ
』
を
創
刊
さ
れ

た
高
英
梨
先
生
か
ら
編
集
委

員
を
託
さ
れ
た
こ
と
。
今
や

鳳
仙
花
の
種
が
い
ろ
ん
な
所

で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
時
代

を
迎
え
た
こ
と
を
在
日
史
と

し
て
刻
ん
で
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

「ＬＵＣＫ―ＫＥＹ／ラッキー」

今
年
で
１７
年
目
を
迎
え
る
、
第
３０
回
東
京
国
際
映
画
祭
提
携
企
画
「
コ
リ
ア
ン
・
シ

ネ
マ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
２６
日
か
ら
１１
月
１
日
ま
で
、
東
京
・
新
宿
区
の
韓
国
文
化
院
ハ

ン
マ
ダ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
日
本
未
公
開
の
作
品
を
中
心
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

最
新
作
や
話
題
作
の
５
作
品
を
上
映
す
る
。

「
灰
の
花
」

【
日
本
初
上
映
】

	１
２６

日
、
１９
時
開
映
	２
３０
日
、
１９

時
開
映
。

出
演
は
チ
ョ
ン
・
ハ
ダ
ム
、

チ
ャ
ン
・
ヘ
グ
ム
ほ
か
。
寂

し
い
田
舎
の
村
で
平
凡
に
暮

ら
し
て
い
た
ハ
ダ
ム
の
と
こ

ろ
に
、
一
度
も
見
た
こ
と
の

な
い
父
を
捜
し
て
い
る
と
い

う
、
ハ
ダ
ム
に
似
た
少
女
が

や
っ
て
来
る
。
静
か
だ
っ
た

村
に
微
妙
な
感
情
が
渦
巻
き

始
め
る
。

「
ト
ン
ネ
ル

闇

に
鎖
さ
れ
た
男
」

	１
２７
日
、
１６
時
開
映
	２
３１

日
、
１９
時
開
映
。

出
演
は
ハ
・
ジ
ョ
ン
ウ
、

ペ
・
ド
ゥ
ナ
ほ
か
。
ジ
ョ
ン

ス
は
会
社
か
ら
車
で
帰
宅
途

中
、
通
り
か
か
っ
た
ト
ン
ネ

ル
が
突
然
崩
れ
落
ち
、
生
き

埋
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
歩
く
女
王
」

【
日
本
初
上
映
】

	１
２７

日
１９
時
開
映
	２
３１
日
、
１６
時

開
映
。

出
演
は
シ
ム
・
ウ
ン
ギ
ョ

ン
、
パ
ク
・
ジ
ュ
ヒ
ほ
か
。

や
り
た
い
こ
と
や
夢
も
な
い

先
天
性
乗
り
物
酔
い
症
候
群

の
女
子
高
校
生
、
マ
ン
ボ
ク

が
、
自
分
の
人
生
を
変
え
た

競
歩
を
通
じ
て
孤
軍
奮
闘
す

る
姿
を
描
く
。

「
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
―
Ｋ

Ｅ
Ｙ
／
ラ
ッ
キ
ー
」

２８
日
、１３
時
開
映
	２
３０
日
、

１６
時
開
映
。

主
演
は
ユ
・
ヘ
ジ
ン
、
イ

・
ジ
ュ
ン
ほ
か
。
原
案
は
日

本
映
画
「
鍵
泥
棒
の
メ
ソ
ッ

ド
」
。
裏
社
会
で
伝
説
の
殺

し
屋
ヒ
ョ
ン
ウ
ク
。
偶
然
立

ち
寄
っ
た
銭
湯
で
石
鹸
を
踏

み
転
倒
し
て
頭
を
強
打
し
記

憶
喪
失
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
グ
ッ
バ
イ
・
シ

ン
グ
ル
」

【
日
本
初
上
映
】

	１
２８

日
、１６
時
開
映
	２
１１
月
１
日
、

１９
時
開
映
。

主
演
は
キ
ム
・
ヘ
ス
、
マ

・
ド
ン
ソ
ク
ほ
か
。
常
に
マ

ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
て
い

た
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の
ジ
ュ
ヨ

ン
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ

れ
人
気
は
徐
々
に
下
が
る
。

ジ
ュ
ヨ
ン
は
自
分
だ
け
の
味

方
を
作
る
た
め
妊
娠
の
計
画

を
練
る
。

観
覧
無
料（
事
前
申
込
制
、

各
回
入
替
）。韓
国
文
化
院
Ｈ

Ｐ
の
「
イ
ベ
ン
ト
応
募
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
申
込
み
。
１６
日

締
切
。
当
選
者
に
２０
日
ま
で

に
確
認
書
を
メ
ー
ル
す
る
。

来
日
ゲ
ス
ト
の
日
程
や
最

新
情
報
は
同
院
Ｈ
Ｐ
（htt

p
:

//w
w

w
.koreancu

lture.jp

）。

問
い
合
わ
せ
は
同
院
（
０

３
・
３
３
５
７
・
５
９
７
０
）

平
日
９
～
１８
時
。

「
ト
ン
ネ
ル

闇
に
鎖
さ
れ
た
男
」

「
グ
ッ
バ
イ
・
シ
ン
グ
ル
」

祝
う
会
で
謝
辞
を
述
べ
る
呉

文
子
さ
ん

「歩く女王」

大
阪
韓
国
文
化
院

２
人
展
を
開
催
中

ガ
ラ
ス
工
芸
作
家
の
イ
・

ジ
ェ
ギ
ョ
ン
さ
ん
と
陶
器
人

形
作
家
の
オ
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン

さ
ん
の
２
人
展
「
ガ
ラ
ス
と

陶
器
人
形
の
世
界
」
が
、
大

阪
韓
国
文
化
院
（
朴
英
恵
院

長
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

イ
さ
ん
は
、
日
本
の
多
摩

美
術
大
学
の
研
究
生
・
大
学

院
を
卒
業
し
、
韓
国
弘
益
大

学
一
般
大
学
院
の
金
属
造
形

デ
ザ
イ
ン
課
博
士
を
修
了
。

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
ン

グ
ラ
ス
の
技
法
を
取
り
入
れ

た
作
品
タ
イ
ト
ル
は「
音
」。

電
車
の
走
る
音
や
人
が
話
す

声
な
ど
、
耳
に
す
る
あ
ら
ゆ

る
音
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
ガ
ラ

ス
の
色
に
入
れ
て
い
く
と
い

う
。韓

国
と
日
本
で
年
に
１０
回

の
展
示
会
や
個
展
を
開
催
。

グ
ラ
ス
や
コ
ッ
プ
、
花
瓶
な

ど
カ
ラ
フ
ル
で
独
特
な
模
様

の
作
品
は
、
見
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

オ
さ
ん
は
、
韓
国
梨
花
女

子
大
学
大
学
院
陶
磁
デ
ザ
イ

ン
課
、
韓
国
漢
陽
女
子
大
学

陶
芸
課
を
卒
業
。
旅
行
へ
行

っ
た
ウ
ィ
ー
ン
で
見
た
人
形

に
魅
せ
ら
れ
、
韓
国
で
は
馴

染
み
の
な
い
陶
器
人
形
の
第

一
人
者
と
し
て
、
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
。

朝
鮮
朝
時
代
の
宮
廷
衣
装

や
伝
統
芸
能
衣
装
を
ま
と
っ

た
陶
器
人
形
を
製
作
し
て
い

る
。
１
２
５
０
℃
の
窯
に
１０

点
を
入
れ
て
も
、
満
足
の
い

く
仕
上
が
り
に
な
る
の
は

２
、
３
点
。
作
品
１
点
に
１

～
２
カ
月
を
要
す
る
。
韓
国

陶
磁
人
展
覧
会
や
木
浦
陶
磁

器
全
国
公
募
展
な
ど
で
入

選
。
ソ
ウ
ル
仁
寺
洞
（
イ
ン

サ
ド
ン
）
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

構
え
て
い
る
。

今
回
、
日
本
で
の
展
示
は

初
め
て
と
い
う
オ
さ
ん
は

「
陶
器
人
形
を
通
し
て
、
皆

さ
ん
が
朝
鮮
時
代
の
文
化
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
話
し
、
次
は
高

麗
時
代
に
挑
戦
し
た
い
と
い

う
。
ま
た
、
イ
さ
ん
も
「
鮮

や
か
な
色
あ
い
と
、
ガ
ラ
ス

の
世
界
観
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

同
展
は
２１
日
ま
で
。
１０
～

１８
時
開
館
。
日
曜
、
祝
日
は

休
館
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
同
院
（
０

６
・
６
２
９
２
・
８
７
６
０
）。

イ
・
ジ
ェ
ギ
ョ
ン
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
作
品
�上
と
オ
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
さ
ん
の
陶
器
人
形
�下

延
世
大
学
が
あ
る
新
村
は
、
隣

の
梨
花
女
子
大
学
周
辺
と
と
も

に
、
韓
国
最
大
の
学
生
街
だ
。
狭

い
路
地
に
、焼
肉
屋
や
居
酒
屋
、カ

フ
ェ
、
ブ
テ
ィ
ッ

ク
な
ど
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
る
。

そ
の
、
新
村
と
梨
大
の
ち
ょ
う

ど
中
間
に
、
韓
国
鉄
道
公
社
の
新

村
駅
が
あ
る
。
ソ
ウ
ル
駅
と
民
間

人
統
制
区
域
内
の
都
羅
山
駅
を
結

ぶ
京
義
線
の
駅
だ
。
地
下
鉄
２
号

線
の
新
村
駅
か
ら
は
だ
い
ぶ
離
れ

て
お
り
、
区
別
す
る
た
め
に
「
新

村
汽
車
駅
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

今
は
堂
々
と
し
た
駅
ビ
ル
が
建

つ
新
村
駅
だ
が
、
正
面
階
段
の
脇

に
は
、小
さ
な
木
造
駅
舎
が
あ
る
。

１
９
２
０
年
に
竣
工
し
た
、
開
業

以
来
の
旧
駅
舎
だ
。
現
在
は
内
部

が
公
開
さ
れ
、
観
光
案
内
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

旧
駅
舎
が
、
現
在
の
よ
う
な
姿

に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
１０
年
ほ

ど
前
の
こ
と
だ
。
２
０
０
０
年
代

初
頭
、
新
村
駅
に
民
間
資
本
に
よ

る
駅
ビ
ル
の
建
設
が
決
ま
り
、
旧

駅
舎
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
駅
ビ
ル
の
工
事
が

あ
る
程
度
進
ん
だ
頃
、
旧
新
村
駅

舎
の
保
存
運
動
が
起
き
た
。
実
は

こ
の
駅
舎
、
赤
レ
ン
ガ
の
旧
ソ
ウ

ル
駅
舎
（
１
９
２
５
年
竣
工
）
よ

り
も
前
に

建
て
ら
れ

た
、
現
存

す
る
韓
国

最
古
の
駅

舎
だ
っ
た

の
だ
。
帝
国
主
義
日
本
の
植
民
地

に
さ
れ
て
い
た
時
代
の
建
築
で
あ

る
た
め
、
大
き
な
議
論
と
な
っ
た

が
、
２
０
０
４
年
に
登
録
文
化
財

第
１
３
６
号
に
指
定
。
一
転
し
て

文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
問
題
は
そ
こ
で
終

わ
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
駅
ビ
ル

は
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
旧
駅
舎

は
正
面
階
段
を
干
渉
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

本
来
な
ら
、
駅
舎
を
数
メ
ー
ト

ル
移
転
し
て
保
存
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
時
間
的
に
も
予
算
的
に
も
、

旧
駅
舎
を
そ
っ
く
り
動
か
す
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ら
し

い
。
結
局
、
旧
駅
舎
は
待
合
室
の

あ
る
母
屋
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ

た
も
の
の
、
階
段
予
定
地
に
干
渉

し
て
い
た
事
務
室
部
分
だ
け
解
体

さ
れ
て
、反
対
側
に
復
元
さ
れ
た
。

母
屋
の
後
ろ
、
向
か
っ
て
左
側
に

延
び
て
い
た
事
務
室
を
、
向
か
っ

て
右
側
に
作
り
替
え
た
の
で
あ

る
。
歴
史
あ
る
旧
新
村
駅
舎
は
、

正
面
か
ら
見
る
と
左
右
逆
の
形
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

確
か
に
、
歴
史
あ
る
新
村
駅
舎

は

残

っ

た
。だ
が
、

現
代
人
の

都
合
で
形

を
変
え
ら

れ
た
今
の

姿
が
、
果

た

し

て

「
保
存
」

と
言
え
る

の
だ
ろ
う

か
。
留
学

生
時
代
、

こ
の
駅
舎

に
親
し
ん
だ
筆
者
と
し
て
は
、
複

雑
な
思
い
で
あ
る
。

「
保
存
」さ
れ
た
新
村
駅
舎
は
、

し
ば
ら
く
外
か
ら
眺
め
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
２

年
か
ら
観
光
案
内
所
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
赤
い
制

服
を
着
た
「
動
く
観
光
案
内
所
」

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
の
基
地
に
も
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
ホ
ー
ム
側

に
は
駅
ビ
ル
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
が
、
改
札
口
の
面
影
は
健
在

だ
。
軒
先
に
、
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド

が
少
し
だ
け
残
っ
た
皿
が
置
か
れ

て
い
た
。

「
毎
日
餌
を
も
ら
い
に
来
る
猫

が
い
る
の
よ
。
定
期
列
車
ね
」

皿
を
片
づ
け
に
来
た
案
内
所
の

ス
タ
ッ
フ
が
笑
っ
た
。

駅
ビ
ル
の
階
段
を
上
っ
て
現
在

の「
新
村
汽
車
駅
」を
訪
れ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
人
影
は
な
か
っ
た
。
こ

の
駅
を
発
着
す
る
電
車
は
、
１
時

間
に
１
本
し
か
な
い
。
改
札
向
か

い
に
は
「
新
村
ミ
リ
オ
レ
」
が
あ

る
が
、
２
０
１
２
年
に
経
営
難
に

陥
り
、現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

東
大
門
で
成
功
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ル
だ
が
、
学
生
街
に
は
合
わ

な
か
っ
た
。

駅
ビ
ル
に
譲
っ
て
姿
を
変
え
た

旧
新
村
駅
舎
が
、
な
ん
と
も
可
哀

想
で
あ
る
。
い
や
、
観
光
案
内
所

と
し
て
、
開
業
１
０
０
年
を
前
に

し
た
今
も
毎
日
働
い
て
い
る
の
だ

か
ら
、
む
し
ろ
幸
運
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

�上
駅
ビ
ル
横
に
た
た
ず
む
旧
新
村
駅
舎
。
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
よ
う
で
可
哀
想
�下
現
役
時
代

の
新
村
駅
舎
。
ド
ラ
マ
な
ど
に
も
よ
く
登
場
し
た
（
２
０
０
４
年
８
月
撮
影
）

キ
ネ
マ
旬
報
社
が
毎
年
刊

行
し
て
い
る
「
韓
国
ド
ラ
マ

で
学
ぶ
韓
国
の
歴
史
」
シ
リ

ー
ズ
の
２
０
１
８
年
版
が
発

行
さ
れ
た
。

韓
国
の
歴
史
ド
ラ
マ
１
１

１
本
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
特
集
で
は

古
朝
鮮
か
ら
朝
鮮
王
朝
時
代

ま
で
を
取
り
上
げ
た
ド
ラ
マ

に
登
場
す
る
歴
史
上
の
人
物

に
つ
い
て
、
そ
の
生
涯
や
人

間
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

時
系
列
に
沿
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
順
を
追
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

演
じ
る
俳
優
に
も
ス
ポ
ッ

ト
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
日

本
で
も
現
在
放
映
中
の
新
作

「
オ
ク
ニ
ョ

運
命
の
女
」

に
出
演
し
て
い
る
チ
ン
・
セ

ヨ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

組
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
時
代
の
大
ま

か
な
流
れ
や
事
件
に
つ
い
て

解
説
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
に

詳
し
く
な
い
人
で
も
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
見
る
前

の
予
習
と
し
て
、
見
終
わ
っ

た
後
の
復
習
と
し
て
も
楽
し

め
る
一
冊
だ
。

定
価
１
５
０
０
円
＋
税

問
い
合
わ
せ
は
キ
ネ
マ
旬

報
社
（
０
３
・
６
２
６
８
・

９
７
０
１
）。

◆アン・ジンソンヘグム
バンド熱波 ｉｎ Ｏｃ
ｔｏｂｅｒ

２１日。
両国門天
ホ ー ル
（東京・
墨田区）。
１５時３０分
開演。チ
ケット３０
０ ０ 円 ほ
か。

アン・
ジンソン（ヘグム）とパ

ク・ギョンフン（ピアノ）
のデュオライブをはじ
め、待望のフルバンドで
の日本初来日ライブ。

予約・問い合わせは日
本ヘグム研究会（０８０・４１
８９・５３１７）平日１７～２２時、
土・日・祝（１０～２２時）。

◆メディアアート展覧会
「リズム風景」

２０～１１月７日。韓国文
化院（東京・新宿区）。１
０～１７時。日曜（１０月２２、
２９日、１１月５日）、祝日
（１１月３日）。無料。オ

ープニングは初日１９時。
韓国の優秀な展示会を

海外に紹介する「トラベ
リング・コリアン・アー
ツ」の一環。２０１５年、韓
国京畿道で開催された
「リズム風景」展を再現
したもの。ビデオアート、
設置美術、写真など９点
を紹介。

詳細は同院ＨＰ。問い
合わせは同院（０３・３３５７・
５９７０）河、趙。

◆中央大学政策文化総合
研究所シンポジウム「詩

は、ことばのデザイン」
１８日。同大多摩キャン

パス８号館８２０１号室（東
京・八王子市）。１３時２０
分～１６時３０分開演。無料。
申込み不要。

韓日において詩や詩人
が果たした社会的役割を
考究するとともに、現代
における広い意味での可
能性についてさぐる。

第１部基調講演。金準
泰（詩人）、坂本直充（詩
人）。第２部報告討論会。
金正勲（全南科学大学副
教授）、寮美千子（作家）、
佐川亜紀（詩人）ほか。

問い合わせは同研究所
（０４２・６７４・３２７６）。

新村１４
韓
国
最
古
の
駅
舎
、姿
変
え
保
存

京義線

文
学
で
在
日
女
性
に
光

呉
文
子
さ
ん

出
版
と
傘
寿
を
祝
う

新刊紹介実
在
の
登
場
人
物
を
時
系
列
で
紹
介

ことし１７年目……２６日から東京・韓国文化院ハンマダンホールで

コリアン・シネマ・ウィーク

日
本
初
上
映
が
３
作
全
５
作

目
に
楽
し
い
ガ
ラ
ス
と
陶
器
人
形

（６）２０１７年１０月１１日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８１号
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